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一
、

序

日
本
史
の
研
究
に
お
い
て
、
古
文
書
が
も
つ
史
料
的
價
値
は

極
め
て
高

い
も
の
が
あ
る
。
從

っ
て
古
文
書
の
調
査

・
整
理
は
、

日
本
史
の
研
究
を
進
め
て
ゆ
く
上
の
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
早

く
よ
り
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
殊
に
近
時
、
所
々
に
襲
藏
さ
れ

る
文
書
の
調
査
と
、
そ
の
刊
行
が
盛
ん
で
あ
る
。
今
日
わ
が
國

に
の
こ
さ
れ
て
い
る
古
文
書
は
、
京
都

・
奈
良
を
は
じ
め
各
地

の
寺
院
に
襲
藏
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
そ
の
過
牛
を
占
め
て
い

る
と

い
っ
て
よ
く
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
か
な
り
の
部
分
は
既
に

調
査
さ
れ
、
刊
行
も
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
な
お
調
査
の

手
が
及
ぼ
ず
、
未
整
理
の
ま
ま
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少

な
く
な
い
。
淨
土
宗
關
係

の
寺
院
に
お
い
て
も
、
既
に
早
く
調

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

査
が
行
な
わ
れ
て
、
そ
の
寺
院

の
所
藏
文
書

が
刊
行
さ
れ
て
い

る
も
の
、
あ
る
い
は
寺
史

の
編
纂
や
、
そ
の
寺
院
に
關
連
し
た

研
究
論
文
作
成
な
ど
の
際
に
、
所
藏
文
書
の

一
部
が
引
用
さ
れ
、

紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
も
か
な
り
あ
る
が
、
概
し
て
云
っ
て
、

淨
土
宗
諸
寺
院

の
所
藏
文
書
に
つ
い
て
は
、
今
日
ま
で
十
分
に

行
き
と
ど
い
た
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
も
の

が
あ
る
。
元
來
、
淨
土
宗
の
寺
院
は
、
天
台

・
眞
言
な
ど
の
李

安
佛
教

の
諸
寺
院
や
、
鎌
倉
新
佛
教
の
中
で
も
禪
宗

(殊
に
臨

濟
宗
)

の
寺
院
な
ど
に
比

べ
て
、
寺
院
と
し
て
の
創
設
が
お
そ

く
、
ま
た
中
世
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
諸
宗
派

の
寺
院

の
よ
う

に
、
時
代

の
政
治
權
力
と
の
結
び
つ
き
も
少

な
く
、
從

っ
て
莊

園
そ
の
他

の
廣
大
な
所
領
を
、
地
方

の
各
地
に
保
有
す
る
よ
う

一
〇
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な
こ
と
も
な
か
っ
た
た
め
に
、
古
代
は
勿
論
の
こ
と
、
中
世
文

書
の
傳
藏
も
淨
土
宗
寺
院
に
お
い
て
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
と

い
う

こ
と
も
、
淨
土
宗
寺
院
所
藏
文
書
の
調
査
が
、
從
來
あ
ま

り
活
發
で
な
か
っ
た
理
由
で
あ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。
確
か

に
淨
土
宗
の
寺
院
に
は
南
北
朝
時
代
以
前
の
文
書
の
傳
存
は
少

な
い
が
、
し
か
し
、
室
町
時
代
中
期
以
後
、
江
戸
時
代
に
か
け

て
の
古
文
書
を
數
多
く
持
ち
傳
え
て
い
る
寺
院
は
少
な
く
な
い
。

こ

の
よ
う
な
淨
土
宗
諸
寺
院
襲
藏

の
古
文
書

・
古
記
録

の
詳

細
な
調
査

・
整
理
を
行
な
う
目
的
で
、
淨
土
宗
總
本
山
知
恩
院

に
お

い
て
も
、
昭
和
四
十
五
年
の
秋
以
來
、

「
知
恩
院
史
料
編

纂
所

」
を
設
立
し
て
事
業
を
進
め
、
私
達
も
そ
の
こ
と
に
參
齟
ハ

し

て
き
た
が
、
同
時
に
、
知
恩
院
以
外
の
、
京
都
お
よ
び
そ
の

周
邊

の
地
域
の
淨
土
宗
關
係
の
諸
寺
院
に
つ
い
て
も
、
同
樣
な

古
文
書
調
査
を
行
な
う
こ
と
を
、
佛
敏
大
學
日
本
史
研
究
室
に

お

い
て
計
畫
し
、昭
和
四
十
六
年
以
來
、漸
次
そ
の
こ
と
を
實
行

し

て
き
た
の
で
あ
る
。
殊
に
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
、
史
學
科

に

「
歴
史
研
究
所
」
が
附
設
さ
れ
て
か
ら
、
こ
の
作
業
は

一
層

一
〇
四

活
發
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
し

て
、
調
査
に
際
し

て
は
、
寺
院
別
の
文
書
目
録
を
つ
く
る
と
と
も
に
(
主
要
な
文

書
は
す
べ
て
寫
眞
に
撮
影
し
て
保
存
し
、
ま
た
、
そ
の
寫
眞

に

よ

っ
て
諸
寺
院
文
書
の
稿
本
の
作
成
を
逐
次
進
め
て
い
る
。

今
回

「
京
畿
淨
土
宗
寺
院
遺
文
」
と
し
て
、
こ
こ
に
收
録
し

た
も
の
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
稿
本
の
作
成
を
進
め
て
き
た
諸

寺
院
文
書
の
う
ち
、
京
都
の
淨
幅
寺
文
書

(三
七
點
)
、
報
恩

寺
文
書

(
一
四
點
)
、
大
雲
院
文
書

(二
二
點
)
、
春
長
寺
文

書

(
一
點
)
、
本
覺
寺
文
書

(五
點
)
、
長
香
寺
文
書

(
=
二

點
)
、
お
よ
び
、
奈
良
の
靈
巖
院
文
書

(
一
三
點
)
の
、
七
箇

寺
、

一
〇
五
點
の
文
書
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
報
恩
寺
文
書
は
、

水
野
が

『
佛
教
史
學
』
第

一
六
卷
第

一
號
所
載
の

「
上
京
報
恩

寺
小
考
」
に
、
そ
の
一
部
を
收
録
し
た
が
、
同
論
稿
に
收
録
し

な
か
っ
た
文
書
も
あ
わ
せ
て
、
改
あ
て
本
稿

に
載
せ
る
こ
と
と

し
た
。
ま
た
本
稿
に
收
め
た
文
書
は
、
各
寺
院
所
藏
文
書

の
う

ち
か
ら
、
大
體
、
元
碌
年
間
以
前

の
主
な
文
書
を
選
ん
だ
が
、

諸
寺

の
縁
起
、
由
緒
書
な
ど
に
つ
い
て
は
、
元
祿
以
後

の
も
の



も
若
干
收
録
し
て
い
る
。

な

お
稿
本
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
概
ね
古
文
書
學
上
の
慣
例

に
則

っ
た
が
、
主
要
な
點
に
つ
い
て
例
則
を
示
せ
ば
、
次
の
ご

と
く
で
あ
る
。

一
、
文
書

の
體
裁
は
、

つ
と
め
て
原
本
に
近

い
こ
ど
を
期
し

た
が
、
組
版
の
都
合
上
、
や
む
を
得
ず
改
め
た
も
の
も
あ

る
。

一
、
字
體
は
、
正
字

(舊
漢
字
)
を
用
い
る
こ
と
を
原
則
と

し
た
が
、
異
字

・
略
字

・
俗
字
で
普
通
に
用
い
ら
れ
る
も

の
は
、
原
本
に
し
た
が
い
、
そ
の
ま
ま
に
用
い
た
。
な
お
、

變
體
假
名
は
常
用
の
夲
假
名
に
改
め
た
。

一
、
花
押
お
よ
び
印
章
は
、

一
々
こ
れ
を
模
刻
す
る
煩
を
さ

け
、

單

に

(花
押
)

(略
押
)
、

あ
る
い
は

(朱
印
)

(黒
印
)
な
ど
と
記
し
、
そ
の
人
名
が
到
明
す
る
場
合
は
、

傍
注
し
た
。

一
、
文
字
が
磨
滅

・
蠧
蝕
な
ど
に
よ
り
讃
め
な
い
部
分
は
、

字
數
を
推
算
し
て
、
□
□
、[

U
凵

、[

口
凵

な
ど

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

を
も
っ
て
示
し
、
塗
抹
ま
た
は
改
竄

の
場
ム
ロ
は
、
原
字

の

左
傍
に
ζ
ζ
を
附
し
て
示
し
た
。

一
、
原
文

に
誤
蛻
の
疑
い
の
あ
る
箇
所
は
右
傍
に

(
マ
マ
)
、

誤
脱
の
推
定
で
き
る
文
字
は

(

)
を

つ
け
て
傍
注
し
、

ま
た
多
少
の
疑
問
の
存
す
る
も
の
は

(
…
ヵ
)
と
傍
注
し

た
。

一
、
本
文
以
外
の
部
分
に
は
、
上
下
に

「

」
を
附
し
、
そ

の
位
置
に
從

っ
て
、

(表
紙
)

(題
簽
)

(端
書
)

(端

山袰
皇
爲)

(奥
書
)

(奥
宀袰
圭
日)

(
ウ

ハ
圭
日)

(包
紙
)

(付
箋
)

(別
紙
)
な
ど
と
傍
注
し
、
別
筆
で
あ
る
場
A
口

は
、

(異
筆
)
も
し
く
は

(追
筆
)
と
注
記
し
た
。

一
、
年
付
の
な
い
も
の
で
、
推
定
可
能
な
も
の
濾
、
月
日
の

右
肩
に

(

)
を
つ
け
て
注
記
し
た
。

一
、
す

べ
て
編
者
の
加
え
た
注
記
は
、
上
下
に

(

)
を

つ

け
る
か
、
も
し
く
は
、
語
句
の
頭
に
○
印
を
附
し
た
。

一
、
原
文
書
に
は
す

べ
て
句
讃
點
は
施
さ

れ
て
い
な

い
が
、

稿
本
に
お
い
て
は
、
文
章
を
讃
み
や
す

く
す
る
た
め
、
編

一
〇
五



者
が
適
當
に
讀
点

マ

」
並
列
點

「
・
」
を
附
し
た
。

○
な
お
、
本
稿
は
昭
和
四
十
八
年
度
佛
教
大
學
學
會
研
究
助
成

費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

二
、
諸
寺
由
緒

淨
幅
寺

(京
都
市
上
京
區
淨
輻
寺
通

一
條
上
ル
笹
屋
町
)
は
、

當

寺

の
寺
史
で
あ
る

『惠
照
山
創
草
以
來
編
年
略
記
』
に
よ
る
と
、

以
下

の
よ
う
な
由
緒
を
も

つ
。
延
暦
年
中
、
檜

一
誓
な
る
も
の

が
京
師
に
創
建
し
、
三
國
傳
來
の
釋
迦
像
を
本
尊
と
し
た
。
往

時

は
二
十
五
大
寺
の

一
つ
に
數
え
ら
れ
た
が
、
延
喜
十
四
年
、

諸
堂
が
火
災
に
罹
り
燒
失
し
た
。
そ
こ
で
寺
門
の
傍
に
小
堂
を

營
な
み
、
本
尊
を
安
置
し
た
が
、
そ
の
後
、
天
徳
四
年
に
も
火

災
に
罹

っ
た
。
け
れ
ど
も
こ
の
時
は
再
建
さ
れ
ず
、
舊
名
を
殘

す

の
み
と
な

っ
た
。
や
が
て
叡
山
の
良
源
が
西
坂
本
に
移
し
て

再
建
し
た
と
傳
え
る
。
建
治
二
年
、
後
宇
多
天
皇
が
勅
し
て
京

師

の

一
條
村
雲

(戻
橋
)

の
地
に
淨
編
寺
を
再
建
せ
し
め
ら
れ

る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
も
な
く
佛
燈
國
師
の
孫
弟
子
に
あ
た
る

一
〇
六

元
曉
な
る
も
の
が
入
寺
し
て
か
ら
、
佛
燈
國
師
門
徒

の
相
續
す

る
臨
濟
宗
の
寺
と
し
て
發
展
し
た
が
、
應
仁

の
亂
で
鳥
有
に
歸

し
た
の
で
あ
る
。
文
明
十
二
年
、
足
利
義
政

の
命
で
再
建
せ
し

め
ら
れ
、
文
明
十
四
年
、
宗
清
阿
闍
梨
が
入
寺
し
て
、
淨
幅
寺

は
天
台
宗
に
轉
じ
た
。
宗
清
は
淨
土
教
に
歸
依
し
、
念
佛
を
修

す
る
天
台
淨
土
系
の
僭
で
あ

っ
た
か
ら
、
淨
輻
寺
で
は
天
台
の

他

に
淨
土
も
兼
學
す
る
こ
ど
に
な

っ
た
。
大
永
五
年
、
後
柏
原

天
皇
か
ら
念
佛
三
昧
堂
建
立
の
綸
旨

(第

一
號
文
書
)
を

賜

わ

る
に
及
ん
で
、
天
台
淨
土
宗
を
自
稱
し
て
い
る
。
元
霾
二
年
に

法
燈
を
嗣
い
だ
崇
林

の
代

に
な
り
、
天
台
淨
土
宗
か
ら
淨
土
宗

に
再
轉
し
、

知
恩
院
の
末
寺
に
屬
し
た
と
い
う
。

し
か
し
、

『
蓮
門
精
舍
舊
詞
』
に
は
文
明
十
四
年
に
弘
蓮
祗
深
譽
眞
阿
が

開

い
た
と
あ
る
。
弘
蓮
社
深
譽
眞
阿
と
は
、
前
竭
の

『
惠
照
山

創
草
以
來
編
年
略
記
』
に
よ
る
と
宗
清
阿
闍
梨

へ
の
鱠
號
で
あ

る
と
い
う
の
で
、

『
蓮
門
精
舍
舊
詞
』
は
淨
土
宗
に
轉
振
し
た

元
蠡

・
天
正

の
交
か
ら
更
に
遡
り
、
念
佛
三
昧
堂
の
開
基
で
あ

る
宗
清
を
開
山
と
し
{
そ
の
入
寺

の
時
を
開
基

の
年
次
と
し
て



い
る
よ
う
で
あ
る
。
天
正
十
五
年
、
豊
臣
秀
吉
の
命
で
、

一
條

村
雲
の
地
か
ら
相
國
寺
南

・
坂
本
通

(今
出
川
通
)

北
の
地

へ

移

っ
た

(第
三
二
號
文
書
)
。

つ
い
で
元
和
元
年
に
今

の
地

へ
移

轉

し
た
と
い
う
。
文
書
は
室
町
時
代
の
も
の
を
主
と
す
る
が
、

天
台
淨
土
宗
を
自
稱
し
た
時
期
に
、
宗
清
の
後
を
嗣
い
だ
眞
澄

が
法
勝
寺
で
圓
頓
戒
を
講
説
し
た
こ
と
に
對
し
て
、
西
教
寺
よ

り
抗
議
さ
れ
た
事
件
に
關
す
る

一
連
の
文
書

(第
一
四
號
～
二
八

號
文
書
)
は
興
味
深

い
。

報
恩
寺

(京
都
市
上
京
區
小
川
通
寺
之
内
下
ル
射
場
町
)
は
、
『
蓮

門
精
舍
舊
詞
』
に
よ
る
と
、
明
應
三
年
に
西
蓮
社
慶
譽
明
泉
が

開
創
し
た
と
い
う
。

『
雍
州
府
志
』
に
は
、
も
と
法
園
寺
と
い

っ
て
天
台

・
淨
土
の
ゴ
宗
秉
學
で
あ

っ
た
が
、
後
土
御
門
院
の

時

に

一
風
玄
譽

(慶
譽
の
誤
り
)
が
再
興
し
て
報
恩
寺
と
號
し
、

文
龜
元
年
、
後
柏
原
天
皇
か
ら
葉
室
の
淨
住
寺
舊
藏

の
佛
牙
舍

利

な
ら
び
に
佛
具
類
を
賜
わ
り
、
さ
ら
に
翌
二
年
に
は
宸
筆
の

勅
額
を
賜
わ
る
に
及
ん
で
、
淨
土

一
宗
の
寺
院
と
な
っ
た
と
あ

る
。

『
蓮
門
精
舍
舊
詞
』
と

『
雍
州
府
志
』
を
勘
案
す
る
と
、

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

こ
の
寺
は
も
と
法
園
寺
と
い
い
、
天
台

・
淨

土
の
兼
學
寺
院

で

あ

っ
た
が
、
後
土
御
門
天
皇
の
こ
ろ
、
西
蓮
社
慶
譽
明
泉

一
風

上
人
が
明
應
三
年
に
淨
土

一
宗

の
寺

に
か
え
、
報
恩
寺
と
改
稱

し
た
。
慶
譽
は
次

の
後
柏
原
天
皇
の
歸
依
を
う
け
、
寺
寳
類
を

下
賜
さ
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
。
後
柏
原
天
皇
の
慶
譽

に
封
す

る
崇
敬

の
厚
さ
は
、
破
格

の
香
衣
勅
許
で
も
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る

(第

一
號
～
二
號
文
書
)
。
報
恩
寺
は
、

往
時
は

一
條
北

・
高
倉
東

の
有
栖
川
殿

(高
松
殿
)
の
邸
地
に
あ
っ
た
が
、

天

正
四
年
に
な

っ
て
織
田
信
長

の
命
で
關
白

の
二
條
晴
良
の
邸
地

に
接
收
さ
れ
、
相
國
寺
塔
頭

の
鹿
苑
院

の
敷
地
が
替
地
と
し
て

付
輿
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

(第
五
號
文
書
)
。

し
か
し
、

鹿

苑
院
跡
地

へ
新
築
移
轉
せ
ず
、
も
と
の
一
條

の
地
に
規
模
を
小

さ
く
し
て
殘
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
天
正
十
三
年
、

秀
吉
の
命
で

一
條
の
舊
地
か
ら
百
々
河

(小
川
)

西

・
寳
鏡
寺

南
、

す
な
わ
ち
現
在

の
寺
地

へ
移
轉
し
た
の
で
あ
る

(第
七
號

～
八
號
文
書
)
。

な
お
牙
舎
利
縁
起
に
は
漢
文
ど
和
文
の
二
種

が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
後
者
の
み
を
牧
録
し
た
。

一
〇
七



大
雲
院

(京
都
市
東
山
區
祗
園
町
南
側
)

は
、

『
蓮
門
精
舎
舊

詞
』
に
よ
る
と
、
天
正
十
五
年
に
教
蓮
社
聖
譽
貞
安
が
開
創
し

た
と
い
う
。
往
時
は
鳥
丸
西

・
御
池
北

の
二
條
殿
の
地
に
あ
っ

て
、
こ
こ
で
自
刃
し
た
織
田
信
忠
の
追
薦
に
資
す
た
め
、
貞
安

が

一
寺
を
建
立
し
た
の
で
あ
る
。
寺
名
は
信
忠
の
法
名
の
大
雲

院

仙
巖
居
士
に
因
ん
で
い
る
。
天
正
十
五
年
六
月
二
日
付
で
前

田
玄
以
が
裏
面
に
花
押
す
る
寺
地
指
圖
が
殘

っ
て
い
る
。
そ
し

て
天
正
十
八
年
、
秀
吉

の
命
で
四
條
京
極
に
移
轉
し
、

『
百
瓶

華
序
』
に
よ
る
と
、
慶
長
四
年
に
は
新
築
落
成
し
、
そ
れ
を
祝

し

て
百
瓶
の
立
花
展
を
催
し
て
い
る
。
も
と
塔
中
十
二
院
を
有

す
る
京
都
門
中
で
は
隨

一
の
寺
院
で
あ

っ
た
が
、
近
年
の
都
市

再

開
發
の
先
鞭
を
切

っ
て
、
昭
和
四
十
八
年
に
東
山
眞
葛
ケ
原
、

す
な
わ
ち
現
在
の
地

へ
本
坊
を
移
轉
せ
し
め
た
。
開
山
の
貞
安

の
行
實
は

『貞
安
上
人
傳
』
が
續
群
書
類
從
に
牧
録
さ
れ
て
い

る

の
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
貞
安

の
傳
記
に
つ
い
て
は
廣

略

の
二
本
お
よ
び
謁
像
賛

の
三

種

(第
二
〇
號
～
二
二
號
文
書
)

を
紹
介
す
る
。
績
群
書
類
從
の
も
の
と
は
記
事
に
出
入
り
が
あ

一
〇
八

る
。
詳
細
は
そ
れ
ら

の
傳
記
類
に
讓
る
が
、璽
安
土
宗
論

(第
三

號
文
書
)
で
見
せ
た

"白
を
黒
と
言

い
く
る
め
る
"
能
辨
ぶ
り

は
、
第

一
四
號
～

一
六
號
文
書
の
念
佛
三
毒
滅
盡

・
不
滅
盡
論

爭

の
收
束
に
も
見
ら
れ
る
。
第
四
號
文
書

の
信
長
書
状
は

『史

徴
墨
寳
』
に
も
轉
載
さ
れ
て
い
る
信
長
自
筆

の
文
書
で
あ
る
。

第

一
号
～
二
号
文
書
は
貞
安
が
三
十
四
歳

の
と
き
、
能
登
国
七

尾

の
西
光
寺
住
持
と
し
て
頂
戴
し
た
出
世
綸
旨

・
女
房
奉
書
で

あ
る
。

春
長
寺

(京
都
市
下
京
區
寺
町
通
四
條
下
ル
貞
安
前
町
)
は
、
『
蓮

門
精
舎
舊
詞
』
に
よ
る
と
、
天
正
二
年
、
織
田
信
長

の
京
都
所

司
代
で
あ
っ
た
村
井
貞
勝
が
松
蓮
肚
貞
譽
壽
林
に
歸
依
し
て
、

信
長

の
命
を
受
け
て
三
條
京
極

の
邸
内
に
創
建
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
。
村
井
貞
勝

の
適
號
を
春
長
軒
と

い
う
か
ら
、
當
寺

は
壽
林
を
開
山
と
す
る
村
井
貞
勝

の
菩
提
寺

で
あ

っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
天
正
十
九
年
に
三
条
京
極
か
ら
四
条
京
極
、
す
な
わ

ち
現
在
の
寺
地

へ
移
転
し
た
。
天
明
八
年

の
大
火
事
で
当
寺
も

全
燒
し
、
た
め
に
寺
記
等

の
古
文
書
類

は
ほ
と
ん
ど
全
部
を
喪



失

し
、
今
は
こ
の
第

一
号
文
書
し
か
殘

っ
て
い
な
い
。

本
覺
寺

(京
都
市
下
京
區
富
小
路
五
條
下
ル
本
鹽
竈
町
)
は
、
『
蓮

門
精
舎
舊
詞
』
に
よ
る
と
、文
龜
二
年
、騰
蓮
祗
團
譽
玉
翁
が
鳥

丸
高
辻
の
方

一
町
の
地
に
開
い
た
と
す
る
が
、
『山
城
名
勝
志
』

に
は
、
當
寺
は
も
と
律
院

で
あ
り
、
開
基
の
玉
翁
以
來
、
淨
土

宗

と
な

っ
て
、
本
尊
の
阿
彌
陀
立
像
は
安
阿
彌
快
慶
作
の
如
法

佛
で
あ
る
と
い
い
、
ま
た
こ
の
本
尊
は
遍
照
心
院
大
通
寺

の
本

願

で
あ
る
本
覺
尼
が
快
慶
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
佛
像
で
、
も
と

遍
照
心
院
大
通
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
。

『京
都
坊
目

誌

』
は
、
貞
應
元
年
に
源
實
朝

の
夫
人
藤
原
氏
が
尼
と
な
り
、

本

覺
尼
と
號
し
て
遍
照
心
院

の
域
内
に

一
宇
を
建
て
、
法
號
を

採

っ
て
本
覺
寺
と
し
、
眞
言
律
宗
で
あ

っ
た
。
翌
年
梅
小
路
堀

川

に
移

っ
た
が
、
そ
の
後
數
次

の
兵
火
に
罹
り
荒
廢
し
た
。
そ

こ
で
玉
翁
が
再
興
し
、
淨
土
宗
に
な

っ
た
と
あ
る
。
も
と
眞
言

律

宗
の
寺
で
あ

っ
た
も
の
が
、
荒
廢
し
た
各
寺

の
復
興
に
盡
力

し
た
玉
翁
が
文
覊
年
間
に
當
寺
を
も
再
興
し
、
淨
土
宗
に
轉
派

せ
し
め
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
天
正
十
九
年
、
秀
吉

の

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

命
で
五
條
の
源
融
の
河
原
院
舊
跡
、
す
な
わ
ち
現
在
の
地

へ
移

轉
し
た
。
天
正
十
三
年
に
は
、
秀
吉
よ
り
三
十

一
石
の
寺
領
を

賜
わ
っ
た

(第
二
號
文
書
)
。
な
お
當
寺
の
本
.尊
で
あ
る
如
法
佛

の
縁
起
は
廣
略
の
二
本
が
あ
る
。
廣
本
は
安
土
桃
山
時
代
ご
ろ

ヒ
思
わ
れ
る
繪
卷
物
二
卷
で
あ
る
が
、
詞
書

に
冗
言
舞
文
が
多

い
の
で
、
略
本
の
み
を
牧
録
し
た

(第
四
號
文
書
)
。

長
香
寺

(京
都
市
下
京
區
高
倉
通
松
原
下
ル
樋
之
下
町
)
は
、
『
蓮

門
精
舎
舊
詞
』
に
よ
る
と
、
徳
川
家
康
の
御
側
女
中
オ
コ
チ
ヤ

が
京
都
に
て

一
寺
建
立
の
希
望
を
も
ち
、
そ
の
旨
を
家
康
に
願

い
出
て
、
所
司
代
の
板
倉
勝
重
か
ら
寺
地
の
指
定
を
う
け
、
か

ね
て
よ
り
帰
依
し
て
い
た
深
蓮
肚
信
譽
稱
阿
を
開
山
に
し
て
創

建
し
た
。
寺
地
の
占
定
は
慶
長
十
三
年
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
は

家
康
の
側
近
で
あ
る
中
井
正
清

・
後
藤
庄
三
郎
の
斡
旋
が
あ

っ

た

(第

一
號
～
五
號
文
書
)
。

墓
に
關
す
る
史
料

(第
七
號
～

一
〇

號
文
書
)
は
珍
し
い
。
寺
地
の
占
定
よ
り
も
墓
地
史
料
が
年
代
的

に
先
行
す
る
の
は
ど
う
し
て
な

の
か

一
考
を
要
す
る
。
な
お
墓

役
な
る
も
の
の
存
在
は

『
知
恩
院
文
書
』
慶
長
元
年
極
月
六
日

一
〇
九



付
坂
奉
行
惣
代
但
馬
等
賣
劵
に
み
え
、
坂
下
諸
役
な
る
も
の
は

淨
幅
寺
文
書
の
第
五
號
～
六
號
文
書
に
み
え
る
。
な
お
長
香
寺

の
縁
起
に
關
す
る
三
種
の
由
緒
書
寫
を
牧
録
し
た
(第

一
一
號
～

一
三
號
文
書
)
。

靈
巖
院

(奈
良
市
林
小
路
町
)
は
、

『
蓮
門
精
舎
舊
詞
』
に
よ

る
と
、
天
正
十
九
年
に
檀
蓮
瓧
雄
譽
松
風
靈
巖
の
開
く
と
こ
ろ

で
あ
る
と
い
う
。
靈
巖
は
天
文
二
十
三
年
、
今
川
氏
の

一
族
沼

津

土
佐
守
氏
勝
の
三
男
に
生
れ
る
。
永
祿
七
年
に
出
家
し
、
生

実
大
巌
寺
に
掛
錫
し
て
道
譽
貞
把
に
入
室
し
、
道
譽
の
寂
後
は

安
譽
虎
角
に
師
事
し
、
天
正
十
五
年
に
大
巌
寺
を
繼
い
で
三
世

と
な
る
。
天
正
十
八
年
、
徳
川
家
康
が
淨
土
法
門
を
聽
聞
し
た

際

に
諸
檀
林
の
能
化
と
口
論
し
た
る
廉
を
も
っ
て
、
靈
巖
は
大

巖
寺
を
辭
し
、
所
化
衆
五
十
六
人
を
率
い
て
關
東
を
去
り
、
南

都

に
赴
い
て
當
院
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
弟
子
で
あ
り
、
か
つ

靈
巌
院
二
世
と
な
る
念
譽
廓
無
を
俘
頭
に
し
て
三
箇
年
の
間
、

倶
舎

・
唯
識
の
法
門
を
講
釋
談
義
す
る
こ
と
に
怠
り
な
か
っ
た
。

文
祿
元
年
、山
城
宇
治
に
稱
故
寺
を
建
て
、
つ
い
で
請
ぜ
ら
れ
て

二

〇

瀧
鼻
西
光
寺
の
開
山
と
な
る
。
翌
二
年
、
伏
見
で
家
康
に
謁
し
、

そ
の
命

に
よ
り
大
巖
寺
に
再
住
し
た
。
こ
の
後
各
地
に
轉
じ
、

多
く
の
寺
院
を
開
創
す
る
こ
と
枚
擧
に
い
と
ま
な
い
。
晩
年
に

及
び
、
寛
永
六
年
十
月
、
家
光
の
台
命
を
蒙

り
、
知
恩
院
の
三

十
二
世
と
な

っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
以
上
は

『
蓮
門
精
舎
舊
詞
』

に
よ

っ
て
大
体
述

べ
た
が
、
そ
の
原
案
に
な

っ
た
推
測
と
さ
れ

る
由
緒
書
の
寫
し
が
第

=

一號
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
は

『
蓮
門

精
舎
舊
詞
』
の
記
事
と
の
間
に
差
異
が
な
い
の
で
、

『
蓮
門
精

舎
舊
詞
』
の
書
誌
學
的
研
究

に
資
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第

一
〇
號
～

一
一
號
文
書
も
同
様
で
あ
る
。
靈
巖
院
に
は
大
和

・

山
城
に
十

一
箇
寺
の
末
寺
が
あ

っ
た
が
、
本
末
關
係
の
樣
相
を

示
す
文
書
が
あ
る

(第
四
號
.
七
號
～
八
號

・
一
三
號
文
書
)
。
第

一
號
～
二
號
文
書
は
當
院
に
直
接
關
係
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
著

名
人
の
自
筆
文
書
で
あ
る
の
で
牧
録
し
た
。



三
、
諸
寺
遺
文

淨
疆
寺
文
書

〔
一
〕

後
柏
原
天
皇
綸
旨

當
寺
可
建
立
三
昧
堂
之
由
、
被
聞
食
候
者
、

天
氣
如
此
、
悉
之
以
腴
、

大
永
五
年
九
月
廿
八
日

權
左
少
辨

(花
押
)

ぞ
マ　
常
幅
寺

後
、
明
禪
法
印
彼
ノ
兩
旗
鎌
倉
指
越
給

ヘ
ハ
、

將
軍
不
斜
而
安

置
之
給
、
其
後
鎌
倉
住
信
玄
林
和
徇
ト
云
有
安
置
之
、
則
弟
子

代
々
六
世
傳
之
、
其
以
後
藤
原
關
白
經
嗣
成
恩
寺
安
置
、
其
以

後
因
幡
堂
納
、
永
享
六
年
甲
寅
年
二
月
十
四
日
因
幡
堂
炎
上
、

其
時
取
出
、
傳
々
而
義
政
安
置
之
、
其
後
細
川
政
元
所
持
、
同

高
國
[安
置
者
也
、

天
文
元
年
二
月
十
四
日

源
義
信

(花
押
)

〔
三
〕

室
町
幕
府
禁
制

b

〔
二
〕

佐
藤
繼
信

・
忠
信
之
旗
由
緒
書

此
繼
信
忠
信
之
兩
旗

二
爲
追
善
法
然
聖
人
六
字
名
號
書
給
、
右

兩
旗
宰
相
藤
原
成
頼
卿
子
毘
沙
門
堂
中
納
言
、
法
名
明
禪
法
印

所
持
給
而
、
洛
東
禪
林
寺
邊
草
庵
結
住
給
、
暦
仁
元
年

二
鎌
倉

將
軍
頼
經
上
洛
之
時
、
彼
明
禪
庵
室
入
、
佛
旦
御
覽
有

ハ
旗
ト

見
へ
而
佛
旦

二
掛
六
字
名
號
書
、
爲
菩
提
ト
有
之
、
由
來
法
印

二
間
給

ヘ
ハ
右
由
具

二
語
畢
。
將
軍
殊
勝
思
食
、
頼
經
歸
國
之

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

禁
制

村
雲
淨
幅
寺

一
、
軍
勢
甲
乙
人
等
濫
妨
狼
藉
事
、

一
、
寄
宿
事
、
付
寺
内
殺
生
事
、

一
、
剪
採
竹
木
井
苅
草
事
、

右
條
々
堅
被
停
止
訖
、
若
於
違
犯
之
輩
者
、
可
被
處
嚴
科
者

也
、
依
仰
下
知
如
件
、

天
文
六
年
五
月
廿
日

一
=



(
飯
尾
元
運
)

上
野
介
三
善
朝
臣
、
(花
押
)

〔
四
〕

室
町
幕
府
禁
制

禁
制

淨
輻
寺

一
、
當
手
甲
乙
人
亂
妨
狼
藉
事
、

一
、
陣
取
井
放
火
事
、

一
、
相
懸
矢
銭
兵
粮
米
等
事
、

右
条
々
令
停
止
訖
、
若
於
違
犯
之
輩
者
、
可
處
嚴
科
者
也
、

天
文
八
年
閏
六
月

日

與
十
郎

(花
押
)

〔
五
〕

宗
貞
書
歌

當
寺
依
建
立
三
昧
堂
被
成
綸
旨
、
以
坂
下
諸
役
已
下
相
懃
義
候

旨
、
於
寺
家
無
相
違
之
旨
、
被
成
下
御
下
知
者
、
可
奉
忝
畏
存

旨
、
宜
預
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言
、

十
月
二
日

宗
貞

(花
押
)

摂
津
守
殿

=

二

〔
六
〕

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書

(包
紙
)

「
淨
輻
寺
住
持

散
位
光
任
」

當
寺
三
昧
堂
建
立
事
、
被
成

綸
旨
、
以
坂
之
儀
諸
役
以
下
相

勤
之
上
者
、
彌
寺
家
進
退
不
可
有
相
違
之
由
、
所
被
仰
下
也
、

仍
執
達
如
件
、

(治
郎
光
任
)

天
文
九
年
十
月
五
日

散

位

(花
押
)

左
衛
門
尉

(花
押
)

淨
幅
寺
住
持

●

〔
七
〕

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
禁
制

禁
制

一
條
村
雲
淨
幅
寺

一
、
軍
勢
甲
乙
人
等
亂
入
狼
藉
事
、

一
、
伐
採
竹
木
事
、
付
殺
生
事
、

一
、
相
懸
非
分
課
役
事
、

右
条
々
堅
被
停
止
之
訖
、
若
有
違
犯
之
輩
者
、
速
可
被
處
嚴

科
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
下
知
如
件
、



天
文
十
五
年
五
月
三
日

(中
澤
光
俊
)

掃

部

助

源

(花
押
)

(松
田
盛
秀
)

樹
馬
守
李
朝
臣

(花
押
)

〔
八
〕

室
町
幕
府
禁
制

禁
制

(浄
)

村
雲
成
幅
寺

一
、
當
手
軍
勢
亂
妨
狼
藉
事
、

一
、
剪
採
竹
木
事
、
付
寄
宿
事
、

一
、
相
懸
失
錢
兵
粮
米
事
、

右
堅
令
停
止
訖
、
若
於
違
犯
輩
者
、
可
處
嚴
科
者
也
、
仍
下
知

如
件
、

天
文
十
五
年
九
月

日

玄
蕃
頭
源

(花
押
)

〔
九
〕

三
好
長
慶
禁
制

村
雲
町

禁
制

淨
幅
寺

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

一
、
當
手
軍
勢
甲
乙
人
亂
入
狼
藉
事
、

一
、
剪
採
竹
木
事
、

一
、
相
懸
箭
錢
兵
粮
米
等
事
、

右
條
々
堅
令
停
止
訖
、
若
於
違
犯
之
族
者
、
速
可
處
嚴
科
者

也
、
仍
下
知
如
件
、

天
文
十
八
年
七
月

日

(三
好
長
慶
)

筑
前
守

(花
押
)

〔
一
〇
〕

淨
幅
寺
眞
澄
書
状
案

　
　
　
　

「
申
歌
案
文

永
禄
三
年
八
月
八
日
」

當
寺
依
建
立
三
昧
堂
、
被
成

綸
旨
之
條
、
師
先
御
代
被
成
下

御
下
知
候
、
然
者
於
寺
家
彌
無
相
違
之
旨
、
被
令
致
御
下
知
頂

戴
候
者
、
可
奉
忝
畏
存
候
、
宜
預
御
披
露
候
、
恐
惶
謹
言
、

八
月
合

眞
澄

在
剣

大
舘
左
衞
門
佐
殿

〔
一
一
〕

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書

一
一
三



　　
　
　

「
三
昧
堂
許
状
淨
幅
寺
住
持
眞
澄
上
人

封
馬
守
盛
秀
」

當
寺
三
昧
堂
事
、
任

綸
旨
并
去
天
文
九
年
十
月
五
日
奉
書
之

旨
、
重
被
成
御
下
知
訖
、
彌
守
先
例
可
被
専
結
縁
之
由
、
所
被

仰
下
也
、
仍
執
達
如
件
、

　　
　
　
ぽ
　

永
祿
三
年
八
月
十
二
日

備
前
守

(花
押
)

(松
田
盛
秀
)

封
馬
守

(花
押
)

淨
藕
寺
住
持
眞
澄
上
人

〔
一
二
〕

輝
氏
書
状
即
折
糸

淨
頑
寺
眞
澄
言
上
、
建
立
三
昧
堂
事
、
綸
旨
并
先

御
代
被
成

御
下
知
上
者
、
只
今
彼
任
申
歌
旨
、
重
而
可
被
成
奉
書
之
由
、

被
仰
出
候
、
恐
々
謹
言
、

永
祿
三

八
月
十
二
日

輝
氏

(花
押
)

　　
　
　

中
澤
備
前
守
殿

一
四

〔
一
三
〕

室
町
幕
府
禁
制

禁
制

村
雲
淨
輻
寺
境
内

一
、
軍
勢
甲
乙
人
等
亂
入
狼
藉
事
、

一
、
伐
採
竹
木
事
、
付
殺
生
事
、

一
、
相
懸
非
分
課
役
事
、

右
條
々
堅
被
停
止
訖
、
若
有
違
犯
之
輩
者
、
速
可
被
處
嚴
科

之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
下
知
如
件
、

永
祿
五
年
六
月
廿
日

(中
澤
光
俊
)

備
前
守
源
朝

臣

(花
押
)

(松
田
光
秀
)

主

計

允

夲

(花
押
)

〔
一
四
〕

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書

　　
　
　

「
淨
幅
寺
眞
澄
上
人

信
濃
守
晴
長
」

於
法
勝
寺
被
途
傳
戒
之
趣
、
被

聞
食
之
訖
・
爲
佛
龝

進
以

圓
戒
講
讀
之
旨
、
可
化
導
之
、
次
寺
内
寮
舎

已
下
壌
取
之
事
、

堅
被
停
止
之
上
者
、
宜
被
存
知
之
由
、
所
被

仰
下
也
、
仍
執
達



如
件
、

　　
　
　
ゆ
　

永
豫
六
年
三
月
十
八
日

備
前
守

(花
押
)

(諏
訪
晴
長
)

信
濃
守

(花
押
)

淨
輻
寺
翼
澄
上
人

執

達

如

件

、

(中
澤
光
俊
)

永
碌
七
年
五
月
卅
日

備
前
守

(花
押
)

散

位

(花
押
)

淨
輻
寺
住
持
眞
澄

〔
一
五
〕

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書

纛

驚
寺
眞
澄
上
人

信
濃
守
晴
長
」

當
寺
造
營
御
奉
加
事
、
被
成

御
剣
訖
者
、
早
被
存
知
之
、

被
專
修
造
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
執
達
如
件
、

ひ
マ
　
　
　
　

永
祿
六
年
五
月
十
三
日

備
前
守

(花
押
)

(諏
訪
晴
長
)

信
濃
守

(花
押
)

淨
輻
寺
眞
澄
上
人

可

〔
一
七
〕

俊
世

・
俊
定
連
署
奉
書
爵○
折
糸

於
法
勝
寺
被
途
傳
戒
之
趣
、
被

聞
食
之
訖
、爲
佛
法
増
進
、以

圓
戒
講
讃
之
旨
、
可
化
導
之
、
次
軍
勢
狼
藉
之
事
、
堅
被
停
止

之
上
者
、
宜
被
成
存
知
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
執
達
如
件
、

九
月
廿
三
日

俊
世

(花
押
)

俊
定

(花
押
)

淨
輻
寺
眞
澄
上
人

〔
一
六
〕

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書

纛

驚
寺
籍

眞
澄

備
前
守
光
俊
」

當
寺
法
度
事
、
以

一
書
定
置
之
旨
、
被
聞
食
訖
、
自
然
有
背
寺

法
輩
者
、
追
放
寺
家
可
止
京
都
徘
徊
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍

京
歳
浄
土
宗
寺
院
遺
文

〔
一
八
〕

法
勝
寺
年
行
事
雄
源
書
歌

淨
幅
寺
爲
檀
方
衆
連
署
之
旨
、
令
披
見
候
、
仍
彼
寺
住
持
圓
戒

執
行
事
、
門
中
無
別
儀
候
、
御
歌
之
趣
、
衆
中

へ
可
令
披
露
候
、

恐
々
謹
言
、

一
一
五



二
月
十
六
日

淨
幅
寺
檀
方
衆
御
中

(法
勝
寺
年
行
事
)

雄
源

(花
押
)

〔
一
九
〕

長
松
軒
淳
世
書
蕊

折

就
傳
戒
之
儀
、
以

公
方
御
下
知
之
筋
目
、
從
重
存
被
成
下
知

候
、
御
法
事
可
有
執
行
事
、
珍
重
候
、
獪
御
使
僭
可
被
仰
入
候
、

恐
惶
謹
言
、

長
松
軒

三
月
朔
日

淳
世

(花
押
)

淨
輻
寺御

役
者
中

〔
二
〇
〕

元
清

・
長
高
連
署
奉
書
西○
折
糸

於
法
勝
寺
被
勤
修
傳
戒
、
有
化
導
蛭
、
尤
以
殊
勝
儀
也
、
所
詮

任

公
方
御
下
知
之
旨
、
彌
可
被
途
其
節
、
次
寺
内
寮
舎
以
下

壞
取
事
、
可
有
停
止
之
由
候
也
、

永
祿
八

三
月
四
日

淨
幅
寺
眞
澄
上
人

一
一
六

仍
執
達
如
件
、

元
清

(花
押
)

長
高

(花
押
)

〔
二

一
〕

三
好
長
逸

・
宗
渭
連
署
書
状
西○
折
ゑ

於
法
勝
寺
被
勤
修
傳
戒
、
有
化
導

二
付
而
、
被
任
永
祿
六
年

公
方
御
下
知
之
旨
、
彌
可
被
途
其
節
、
次
寺
内
寮
舍
以
下
壞
取

事
、
可
有
停
止
之
由
、
重
存
被
申
出
之
條
、
爾
以
可
被
成
其
意

事
、
專
用
候
〉
恐
々
謹
言
、

三
月
七
日

三
好
日
向
守長
逸

(花
押
)

三
好
下
野
入
道
宗
渭

(花
押
)

淨
頑
寺
眞
澄
上
人
玉
床
下



〔
三

〕

飯
室
谷
警

袋

.蕊

折

就
淨
頑
寺
之
儀
、
從
西
教
寺
返
事
如
此
候
、
自
其
方
法
勝
寺
江

可
被
遣
候
、
從
西
者
兎
角
之
儀
不
申
由
候
、
軈
而
御
報
可
申
入

處
に
、
從
彼
寺
延
引
申
候
條
如
此
候
、
於
樣
躰
使
者
可
申
候
、

恐
惶
謹
言
、

飯
室
谷

三
月
廿
三
日

執
行
代

(花
押
)

帝
釋
寺御
返
報

〔
二
三
〕

飯
室
谷
執
行
代
書
状
西○
折
　

從
西
教
寺
如
此
返
札
來
候
、
則
爲
御
傳
見
參
候
、
聊
不
可
有
異

儀
存
候
、
獪
相
違
之
儀
於
有
之
者
、
可
承
候
、
可
申
付
候
、
恐

々
謹
三爵
、

飯
室
谷

三
月
廿
三
日

執
行
代

(花
押
)

法
勝
寺年
行
事
御
房

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

〔
二
四
〕

帝
釋
寺
秉
經
書
状
西○
折
ゑ

就
淨
福
寺
之
儀
、
從
西
教
寺
訴
訟
不
申
趣
、
對
飯
室
谷
如
此
折

紙
來
候
、
則
從
飯
室
年
行
事
迄
、
副
折
紙
被
參
候
、

一
段
入
魂

儀
候
、
似
合
之
儀
不
可
有
疎
意
之
由
、
爲
拙
者
相
意
得
可
申
入

旨
候
、
恐
々
謹
言
、

帝
釋
寺

三
月
廿
三
日

兼
經

(花
押
)

法
勝
寺
年
行
事
御
房
參

〔
二
五
〕

法
勝
寺
年
行
事
連
署
書
状
酌
折
ゑ

今
度
從
西
教
寺
、
蜀
淨
幅
寺
申
分
依
在
之
、
則
相
尋
候
處
、
如

此
折
紙
出
申
候
閻
、
爲
披
見
參
候
、
恐
々
謹
言

法
勝
寺
年
行

事

三
月
廿
三
日

雄
源

(花
押
)

同

榮

俊

(花
押
)

淨
幅
寺役

者
御
中

一
一
七



〔
二
山ハ
〕

某
書
状

就
當
寺
戒
法
之
儀
、
今
度
從
西
教
寺
及
違
亂
申
處
、
無
其
謂
之

通
、
爲
法
勝
寺
彼
寺
江
被
相
尋
候
之
處
、
對
當
寺
從
西
教
寺
兎

角
不
申
之
趣
、對
飯
室
谷
致
出
状
之
上
者
、先
年
以

御
下
知
之

筋
目
、
寺
家
圓
戒
執
行
永
不
可
有
相
違
之
旨
、
重
而
可
被
成
下

御
奉
書
之
段
、
忝
畏
存
候
、
然
者
彼
寺
與
當
寺
致
和
談
、
如
先

々
書
札
取
遣
可
申
通
之
由
、
爲

上
意
内
々
被
仰
出
之
由
承
候
、

住
持
存
分
、
各
雖
不
存
候
、
爲

公
儀
上
者
、
其
通
涯
分
爲
衆

僣
可
致
異
見
候
、
部
於
致

御
下
知
頂
戴
者
、
拾
荷
十
合
代
千

疋
進
上
可
申
候
、
此
等
之
趣
宜
預
御
取
成
候
、
恐
々
謹
言
、

卯
月
十
六
日

大
館
源
五
郎
殿參
御
宿
所

〔
二
七
〕

久
通
書
状
西○
折
糸

於
法
勝
寺
被
逾
傳
戒
、
可
有
化
導
由
、
奉
書
井
重
存
以
下
知
之

旨
、
彌
可
有
勤
修
之
、
次
御
寺
内
寮
舎
以
下
壞
取
事
、
獪
以
可

=

八

有
停
止
之
者
也
、
仍
状
如
件
、

永
禳
八
四
月
廿
九
日

久
通

(花
押
)

淨
輻
寺
眞
澄
上
人

〔
二
八
〕

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書

(包

紙
)

「
淨
福
寺
住
持

前
信
濃
守
晴
長
」

(足
利
義
輝
)

當
寺
事
、

光
源
院
殿
不
慮
之
砌
、
令
討
死
取
集
死
骸
、殊
於

法
勝
寺
被
傳
受
講
讀
圓
戒
之
段
、尤
被
感
思
食
訖
、早
任
先

御

代
御
下
知
之
旨
、
永
被
修
行
彼
戒
法
、
彌
可
被
專
追
善
、
次
寺

内
諸
寮
舍
壊
取
事
、
向
後
堅
被
停
止
之
上
者
、
宜
被
存
知
其
旨

之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
執
達
如
件
、(諏
訪
晴
長
)

永
碌
十

一
年
十
二
月
廿
七
日

前
信
濃
守

(花
押
)

散

位

(花
押
)

淨
幅
寺
住
持



禁
制
〔
二
九
〕

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
禁
制

村
雲
淨
幅
寺

一
、
軍
勢
甲
乙
人
等
亂
入
狼
藉
事
、

一
、
剪
採
竹
木
事
、
付
放
火
井
殺
生
事
、

一
、
相
懸
非
分
課
役
事
、
付
寄
宿
事
、

右
條
々
堅
被
停
止
訖
、
若
有
違
犯
之
輩
者
、
速
可
被
處
嚴
科

之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
下
知
如
件
、

永
祿
十

一
年
十
二
月
廿
八
日

(
諏
訪
晴
長
)

前
信
濃
守
神
宿
禰

(花
押
)

散

位

夲

朝

臣

(花
押
)

〔
三
〇
〕

京
都
所
司
代
村
井
貞
勝
書
状
⑳
折
糸

當
時

之
儀
、
從
前
々
任
寄
宿
御
冤
除
之
由
、
當
手
之
衆
、
堅
可

爲
停

止
候
、
若
違
亂
之
族
在
之
者
、
急
度
承
、
可
申
付
候
、
恐

々
謹
言
、

村
井
民
部
少
輔

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

+
月
+
二
日

淨
幅
寺
御
同
宿
中

貞
勝

(花
押
)

〔
ご
二

〕

京
都
奉
行
前
田
玄
以
折
紙

當
寺
之
儀
、
任
前
々
旨
、
寄
宿
等
之
事
除
之
、
并
竹
以
下
伐
事
、

一
切
不
可
有
之
状
如
件
、

民
部
卿
法
印

天
正
十
三

五
月
十
三
日

玄
以

(花
押
)

淨
幅
寺床
下

〔
三
二
〕

京
都
奉
行
前
田
玄
以
折
紙

當
寺
戻
橋
乏
屋
敷
爲
替
地
、
相
幗
寺
南
於
石
橋
之
巽
相
渡
了
、

地
形
之
繪
圖
別
帋
二
記
之
者
也
、
永
不
可
有
相
違
之
状
如
件
、

民
部
卿
法
印

=

九



天

正
十
五

十
二
月
廿
三
日

玄
以

(花
押
)

淨
輻
寺

〔
三
三
〕

京
都
奉
行
前
田
玄
以
折
紙

當
寺
江
被
仕
來
鍛
冶
番
匠
大
鋸
引
疊
指
瓦
師
已
下
事
、
既
諸
職

人
諸
座
、
爲
御
弃
破
之
上
者
、
向
後
寺
次
第
可
被
仕
用
事
、
不

可
有
異
儀
之
状
如
件
、

天

正
十
六

九
月
九
日

玄
以

(花
押
)

淨
幅
寺

〔
三
四
〕

西
教
寺
眞
智
書
状

(ウ
ハ書
)

、、「

(切
封
)

西
教
寺

淨
輻
寺

眞
智
」

侍
者
中

法
勝
寺
門
中
斷
絶
之
条
、
戒
儀
相
續
之
段
、
封
當
寺
被
成
下

綸

旨
候
樣
、
御
申
所
仰
候
、
惣
別
先
規
法
勝
寺
血
脉
相
傳
慥
儀

=
一〇

候
、
殊
彼
寺
圓
戒
之
本
尊
、
從

後
土
御
門
院
拜
領
仕
候
而
、
于
今
寺
物
無
相
違
候
、
以
此
等
之

趣
可
然
之
樣
、
御
取
成
頼
入
候
、
恐
々
謹
言
、

天
正
十
八
年

卯
月
十
三
日

眞
智

(花
押
)

淨
輻
寺

侍
者
中

〔
三
五
〕

淨
編
寺
城
譽
由
緒
書

淨
輻
寺
六
代
城
譽
上
人
由
緒
書

一
、
東
照
權
現
御
幼
君
之
時
、
城
譽
上
人
者
、
御
手
習
之
御
友

二
而
御
座
候
夏
、

一
、

當
寺
在
住
二
十
年
之
間

二
御

上
洛
砌
者
、
度
々
被

召
出
、
御
念
比
之
事
、

一
、

六
役
之
最
初
、
城
譽

二
被

仰
付
候
夏
、

一
、

寺
領
三
百
石
可
被
遊
寄
附
之
處

二
、
堅
辭
退
被
申
候

事
、



一
、

内
々
大
寺
江
住
職
可
被

仰
付
之
旨
、
依
御
契
約
、

知
恩
院

へ
入
院
在
之
夏
、

貞
享
三
丙
寅
年

正
月
七
日

知
恩
院從

徳
林
院
依
御
尋
、
書
寫
之
遣
者
也
、

役
事
全
徹

二
而
候
故
、
持
參
仕
候
事
、

其
扣
に
て
候
、

〔
一二
亠ハ
〕

淨
N蒲畑
寺
由
緒
圭
日

勅
願
所
京
都
聚
樂
淨
編
寺
由
緒
書

一
、
後
柏
原
院
三
昧
道
場

御
繍
旨
、

一
、
後
奈
良
院
勅
額
、

穴

同
御
代

當
寺
眞
澄
上
人
令
參

内
読
法
仕
、

依
之
爲
御
布

施

十
王
齧
像
十
幅
土
佐
光
信
筆
、

一
、
同
依
御
歸
依
眞
澄
嘆
徳
之

勅
筆

一
紙
、

一
、
同
勅
筆

六
字
名
號
寺
號
被
遊
被
下
候
、

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

一
、
同
勅
筆
御

一
行
物
壹
幅
同
斷
、

一
、
座
豫
阿
彌
陀

一
躰

御
寄
進
、

一
、
公
方

御
上
洛
之
時
、
於
二
條

御
城
、
從
先
規
御
日
見

仕
候
、

一
、
公
方
寺
領
之

御
朱
印
御
座
候
、

依
之
從
先
規
奉
御
諷
經
勤
候
、

淨
輻
寺
遍
譽

〔
三
七
〕

十
九
箇
寺
式
法

夫
十
九
箇
寺
之
由
緒
者
、
當
初
本
山
知
恩
院
御

忌
之
法
用
、

既
欲
退
轉
之
處
、
十
九
箇
寺
之
住
僣
、
爲
元
租
洪
恩
、
捧
供
具

蠱
粉
骨
、

一
七
晝
夜
之
法
事
、
毎
歳
如
法
執
行
之
、
爰
滿
譽
僣

正
知
恩
院
在
御
住
職
、
而
本
山
之
諸
式
御
定
之
節
、
於
諸
末
山

之
中
、
右
十
九
箇
寺
別
而
本
山
江
依
有
其
功
、
爲
御
褒
美
、
參

内
寺
與
御
定
、
官
物
配
分
被
爲
仰
付
、
師
滿
譽
僣
正
十
九
箇
寺

江
初
而
御
參
向
之
日
者
、
其
寺
之
御
住
持
分
與
思
召
、
御
入
院

之
儀
式
被
爲
成
御
勤
候
、
因
茲
名
日
入
院
寺
矣
、
然
間
本
山
御

一
一=



代

々
御
入
院
之
砌
、
十
九
箇
寺
江
御
直
參
茂
蓋
此
例
也
、

十
九
箇
寺
之
式
法

一
、
本
山
江
元
朝
之
嘉
儀
、
青
銅
百
疋
折
紙

二
而
持
參
之
事
、

一
、

正
月
四
日
爲
本
山
御
丈
室
之
御
名
代
、
御
忌
當
日
被
相
勤

候

長
老
、
十
九
箇
寺
江
參
向
之
節
者
、
道
具
九
條

二
而
、
門

與
堂
之
中
程

二
而
出
向
、
寺
僭
者
門
外
迄
出
迎
、
御
名
代
有

入
堂
而
、
法
事
執
行
有
之
、
法
事
之
内
者
、
御
名
代
之
左
座

二
着
座
、
法
事
過
與
致
中
座
、
展
坐
具
三
拜
受
十
念
、
但
シ

御
名
代
口
内

二
而
唱
十
念
、
御
名
代
歸
去
之
節
者
、
門
外
迄

迭
、
御
名
代
門
内
江
迭
返
、
又
門
外
江
迭
事
、

但
シ
李
末
寺
江
之
御
名
代
者
、本
山
寮
舍
之
僭
被
致
參
向
候
、

一
、
御

忌
之
御
報
謝
錢
青
銅
百
疋
備
御
影
前
事
、

但
シ
從
夲
末
寺
御
報
謝
錢
、
鳥
目
五
十
疋
被
備
御
影
前
候
、

一
、
本
山
江
五
節
供
之
嘉
儀
相
勤
事
、

一
、
本
山
御
丈
室
御
入
院
之
時
者
、
青
銅
百
疋
御
貎
儀

二
本
山

江
致
獻
上
事
、

但

シ
從
夲
末
寺
者
、
鳥
目
五
十
疋
被
致
進
上
候
、

=
ご
一

一
、
本
山
御
丈
室
御
入
院
之
御
嘉
儀

二
十
九
箇
寺
江
御
直
參
之

節
者
、
衣
躰
道
具
九
條

二
而
、
門
外
迄
御
迎
出
、
御
丈
室
有

御
入
堂
而
、
法
事
御
執
行
被
成
、
法
事
之
内
者
、
御
丈
室
之

左
座

二
致
着
座
、
法
事
過
與
致
中
座
、
向
御
丈
室
三
拜
受
御

十
念
、
又
致

一
禮
而
本
座

二
着
座
、
御
丈
室
爲
御
入
院
之
御

嘉
儀
、
青
銅
百
疋
折
紙
、
役
者
披
露
之
、
方
丈
御
歸
之
節
者
、

門
外
迄
迭
事
、

但
シ
夲
末
寺
江
者
、
本
山
寮
舍
之
僣
、
御

名
代
被
參
、
御

直
參
無
之
候
、

一
、
檀
林
能
化
寺
之
住
持
、
紫
衣
參

内
之
後
、
十
九
箇
寺
廻

之
節
者
、
道
具
九
條

二
而
、
門
與
堂
之
申
間

二
而
、
出
向
演

嘉
儀
、
門
外
迄
迭
事
、

一
、
十
九
箇
寺
返
禮
之
時
者
、
於
集
會
堂
儀
式
有
之
、
其
式
法

者
、
紫
衣
參

内
之
能
化
者
、
先

一
老
座

二
着
座
、
十
九
箇

寺
者
、
二
老
座
之
方

二
致

一
列

二
着
座
、
參

内
之
能
化
、

先
居
夲
座
事
、
是
本
末
之
儀
式
也
、
然
依
本
山
御
丈
室
之
許

容
、
後
中
段
二
着
座
、
其
後
祝
儀
有
之
事
、



明
暦
年
中
、
増
上
寺

一
代
遒
譽
貴
屋
和
爾
、
參

内
之
時
、

諸
事
如
古
法
被
成
御
勤
候
、

明
暦
年
中
、
傳
通
院

一
代
頓
譽
知
哲
和
角
、
參

内
以
後
、

十
九
箇
寺
廻
、
於
本
山
如
古
法
被
成
御
勤
候
、

寛
文
年
中
、
傳
通
院

一
代
眞
譽
相
閑
和
尚
、
參

内
以
後
、

諸
式
如
古
法
被
成
御
勤
候
、

一
、
勸
化
所
之
住
持
、
紫
衣
參

内
以
後
、
十
九
箇
寺
廻
之
篩

者
、
衣
躰
道
具
九
條

二
而
、
門
與
堂
之
中
程

二
而
、
出
向
互

演
嘉
儀
、
門
外
迄
迭
、
紫
衣
之
長
老
門
内
江
逾
返
、
又
門
外

迄
途
事
、

一
、
紫
衣
參

内
之
長
老
、
被
致
十
九
箇
寺
廻
、
其
以
後
、
十

九
箇
寺
致
登
山
、
於
集
會
堂
儀
式
有
之
、
其
式
法
者
、
本
山

御
丈
室
上
段
御
着
座
、
參

内
之
長
老
者
、
道
具
九
條

二
而
、

向
御
丈
室
三
拜
受
十
念
、
其
後

一
老
座

二
着
座
、
十
九
箇
寺

者
、
道
具
九
條

二
而
、
二
老
座

二
一
列

二
着
座
、
十
九
箇
寺

之
從
上
座

一
人
宛
次
第

二
致
中
坐
、
紫
衣
之
長
老
與
十
九
箇

寺
、
互
展
坐
具
三
拜
、
口
内

二
而
相
十
念
、
後

一
禮
互
致
問

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

訊
至
本
座
、
十
九
箇
寺
之
禮
儀
絡
テ
、
十
帖

一
本
壹
箇
寺
宛
、

本
山
役
者
被
致
披
露
事
、

先
年
三
州
信
光
寺
之

一
代
檀
廓
和
徇
、
紫
衣
參

内
之
時
、

十
九
ケ
寺
廻
、
又
十
九
箇
寺
返
禮
之
返
時
者
、
於
本
山
如

古
法
被
相
勤
候
、

寛
文
年
中
、
越
前
之
淨
光
院

一
代
薫
冏
和
爾
、
紫
衣
參

内
之
時
、
諸
事
如
古
法
被
相
勤
候
、

一
、
十
九
箇
寺
江
住
職
之
長
老
者
、
入
院
以
前
堅
致
參

内
、

其
以
後
被
入
院
事
、

一
、
香
衣
寺
之
住
持
、
參

内
之
嘉
儀

二
十
九
箇
寺
廻
之
節
者
、

布
衣
七
條

二
而
、
門
與
堂
之
中
程

二
而
、
出
向
演
祝
儀
、
門

外
迄
迭
、
又
門
内
江
迭
返
事
、

但
シ
紫
衣
參

内
之
時
者
、
十
九
箇
寺
之
返
禮
在
之
、
香

衣
參

内
之
時
者
、
返
禮
無
之
、

一
、
香
衣
之
長
老
、
御

忌
參

内
之
時
者
、
於
集
會
堂
十
九

箇
寺

一
人
不
闕
二
致
着
座
、
受
參

内
之

嘉
儀
事
、

右
條
々
從
古
來
十
九
箇
寺
之
式
法
也
、
互
相
守
永
不
可
有
違
變

=
三



'

者
也
、元

碌
十

一
戊
寅
年
九
月

日

(黒
印
)

西
園
寺
隨
譽

(花
押
)

(黒
印
)

正
定
院
嚴
譽

(花
押
)

(黒
印
)

永
養
寺
淨
譽

(花
押
)

(黒
印
)

天
性
寺
因
譽

(花
押
)

(黒
印
)

西
方
寺
馨
譽

(花
押
)

(黒
印
)

本
覺
寺
彰
譽

(花
押
)

(黒
印
)

專
念
寺
誓
譽

(花
押
)

(黒
印
)

大
雲
院
航
譽

(花
押
)

(黒
印
)

法
然
寺
穩
譽

(花
押
)

(黒
印
)

信
行
寺
鏡
譽

(花
押
)

(黒
印
)

常
林
寺
英
譽

(花
押
)

(黒
印
)

報
恩
寺
盛
譽

(花
押
)

(黒
印
)

勝
圓
寺
淨
譽

(花
押
)

(上
)

(里
描印
)

淨
善
寺
泯
譽

(花
押
)

'

(黒
印
)

淨
輻
寺
信
譽

(花
押
)

=
西

(黒
印
)

專
稱
寺
念
譽

(花
押
)

(黒
印
)

報
土
寺
喚
譽

(花
押
)

(黒
印
)

上
徳
寺
顯
譽

(花
押
)

(黒
印
)

淨
教
寺
進
譽

(花
押
)

右
十
九
箇
寺
之
諸
式
、
以
舊
記
今
致
清
書

加
連
剣
、

報
恩
寺
文
書

〔
一
〕

後
柏
原
天
皇
綸
旨

可
令
着
香
衣
給
者
、
依

天
氣
執
逹
如
件
、

(交
亀
元
年
)

(廣
橋
)

七
月
五
日

左
中
辨
守
光

報
恩
寺
慶
譽
上
人
御
房

〔
二
〕

後
柏
原
天
皇
宸
筆
女
房
奉
書

(早

速
)

ほ

う

お

ん
寺

し

ゅ

つ
せ

の
事

、

四

十

よ

り

う

ち

ハ
、

さ

う

そ

く

な

る
事

に

て
、

御

心

え

あ

り

か

た

き
御

事

に

て
候

へ
と

も

、

ほ



ん
喜

し
て
・

鎗

し
て
な
け
き
窶

れ
候
崢
誨

候
誉

に
、

(勅

許
)

(未
満
)

(例
)

四

十

み

ま

ん

の
れ

こ

の
う

ヘ
ハ
ち

ょ
く

き

よ

の
御

事

に
て
候

、

い

ハ
ま

れ

に
候

へ
と

も
、

そ

れ

の
年

れ

い
卅

あ

ま

り

に

て
、

ち

ょ
く

き

よ

の
よ

し
申

さ

れ
候

ほ

と

に
、

さ

や

う

の
れ

い

に

て
、

　　
　

こ

の
た

ひ

は

か

り

は
、

御

心

え
候

御

ふ

ん

に

て
候

、

か

や

う

と

も
申

さ

れ
候

ヘ
ハ
、

あ

ま

り

に

ミ

た

り

か

ハ
し

く

お

ほ

し

め

し

候

、

な

を

く

ほ
う

お

ん
寺

の
事

ハ
、

し

さ

い
あ

る
事

と

も

に

て
候

ほ

と

に
、

ち

ょ
く

き

よ

の
よ

し
申

と

て
候

、

か

し

く
、

遷

鼾
元
醉
年
背

吾

勅
書
L

(切
封
)

厂

ち
を
ん
ゐ
ん御
事ま
い
ら
せ
候

〔
三
〕

知
恩
院
勢
譽
書
状

徇
々
以
眞
顔
之
御
内
證
如
斯
申
事
候
、
御
同
心
憑
計
候
、

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遣
文

何
度
申
候
共
、
此
分
不
可
過
候
、
老
氣
を
被
息
候
而
、
目

出
預
御
返
報
候
、

急
度
令
啓
状
候
、
抑
就
愚
老
當
院
住
、
先
年
貴
寺
江
後
代
之
儀

憑
入
候
處

二
、
再
三
斟
酌
之
間
、
且
令
延
引
候
、
於
其
時
節
、

内

々
退
院
之
談
合
申
候
處

二
、
爲
與
隆
暫
滯
留
之
意
見
候
条
、

難
默
止
令
存
候
而
、
于
今
住
院
候
、
雖
然
此

一
兩
年
、
事
之
外

朦
昧
候
、
取
分
當
年

ハ
耳
遠
、
眼
闇
意
朦
、
身
弱
成
候
間
、
年

中
仁
雖
有
度
退
院
候
、
若
存
命
候
者
、
來
年
之
御
忌
執
行
已
後
、

可
存
立
候
、
哀
々
且
被
助
老
志
、
且
爲
興
立
佛
寳
、
亦
被
思
成

捨
身
之
報
謝
、
此
寺
後
代
之
儀
、
同
心
候
者
、
老
僣
之
二
世
を

預
度
候
、
萬
事
を
憑
入
之
外
、
無
他
事
候
、
就
中
其
方
之
事
者
、

久
々
在
京
候
間

、京
田
舎
之
人
、
大
凡
存
樣
候
条
、以
後
之
形
見

二
、
於
京
中

一
宇
建
立
之
懇
志
御
入
候
哉
、
乍
去
當
時
分

二
陵

遲
候
歟
、
幸
此
影
前
無
縁
之
地

二
候
、
以
大
願
住
院
候
者
、
永

代
之
實
事
、
累
葉
之
龜
鏡
、
不
可
過
之
候
、
縱
雖
新
造
麗
寳
莊

嚴
之
諸
堂
候
、
於
謝
徳
者
、
可
有
當
院
存
知
趣
、
貴
察
御
入
候
、

眞
顔
之
御
内
證
如
斯
候
旨
、
期
後
日
候
、
返

々
老
朦
之
事
、
今

一
二
五



四
十
五
十
之
年
齡

二
候
者
、
尚
且
可
致
掃
除
候
處
、
如
御
存
知

雖
不
甲
斐
敷
、
爲
三
寳
興
隆
、
連
々
色
心
勞
來
候
上
、
悉
皆
可

預
芳
助
候
、
前
々
申
候
歟
、
先
住
下
向
候
而
、
種
々
被
申
候
を

不
致
踵
引
候
處

二
、
檀
方
被
存
報
恩
者
、
捨
此
寺
可
有
上
洛
由
、

意
見
候
間
、
耻
此
言
仁
、
罷
上
候
キ
、
不
過
推
察
候
、
所
詮
憑

入
之
外
、
無
別
事
候
、
伽
藍
建
立
之
以
大
願
、
住
院
候
者
、
冥

感
之
競
處
、
現
當
滿
足
決
定
候
、
事
々
使
者

二
申
含
候
、
恐
々

謹
言
、
(永
正
七
年
)

五
月
六
日

勢
譽

(花
押
)

報
恩
寺

侍
司
中

(
ウ
ハ書
)

「

(切
封
)

知
恩
院

報
恩
寺

侍
司
中

勢
譽
」

〔
四
〕

堯
慶
讓
状

け
い
や
く
申
候
ほ
ん
そ
ん
の
事

右
ふ
し
き
な
る
す
ひ
む
に
よ

っ
て
、
け
い
や
く
申
候
上
者
、
た

と

へ
た
れ
や
の
物
、
何
か
と
申
候
共
、
こ
れ

ハ
我
々
ま

丶
の
本

一
二
六

そ

ん

に

て
候

問

、

秀

日

へ
と

か

く

の
申

事

あ

る

ま

し

く

候

、

爲

其

き

し

や

う
文

進

候
、

(
百

癩

)

白
山
三
所
之
御
は
ち
を
あ
た
り
、
今
生
に
て

ハ
ひ
や
く
ら
い
こ

(
黒
癩

)

く
ら
い
と
な
り
候

へ
、
ふ
し
き
御
座
候
間
、
彼
本
尊
秀
日

へ
け

い
や
く
申
候
上
者
、
二
度
申
事
あ
る
ま
し
く
候
、
仍
後
日
起
請

文
如
件
、

天
文
廿
三
年
捷
吻
へ
六
月
十
日

な
か
た
き
大
本
坊

秀
日

へ

堯

慶

(花
押
)

參

(○
自
山
牛
王
寶
印
紙
背
に
記
す
)

〔
五
〕

京
都
所
司
代
村
井
貞
勝
折
紙

鹿
苑
院
敷
地
之
事
、
爲
今
度
報
恩
寺
替
地
、

上
樣
被
仰
下
之

上
者
、
境
内
無
相
違
可
被
進
退
者
也
、
仍
折
紙

如
件
、

天
正
四

村
井
長
門
守

卯
月
十
日

貞
勝

(花
押
)

報
恩
寺



侍
者
申

〔
六
〕

京
都
奉
行
前
田
玄
以
折
紙

鹿
苑
院
敷
地
事
、
爲
報
恩
寺
替
地
、
先
年

信
長
被
仰
付
之
上

者
、
彌
境
内
無
相
違
可
被
進
退
之
状
如
件
、

天
正
十
一

十
二
月
廿
日

玄
以

(花
押
)

報
恩
寺侍
者
中

〔
七
〕

京
都
奉
行
前
田
玄
以
折
紙

爲

一
條
之
報
恩
寺
替
地
、
於
百
々
河
之
西
相
渡
屋
敷
事
、
四
至

傍
余
差
圖
仁
在
之
問
、
何
茂
境
内
也
、
永
代
不
可
有
相
違
之
状

如
件
、
天
正
十
三

民
部
卿
法
印

三
月
五
日

玄
以

(花
押
)

報
恩
寺

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

〔
八
〕

報
恩
寺
納
所
請
文
案

上
京
報
恩
寺
境
内
屋
敷
之
事

右
之
旧
地

者

一
條
之
報
恩
寺
依
爲
買
得
之
眞
地
、
只
今
爲
御
替
地
、
寳
鏡
寺

ヒ

ヒく

ミ

　
ヘ

ヒく
ミ

ミ

殿
前
東
西
五
拾
四
問
、
但
東
之
川
岸
迄
、
南
北

五
拾
三
間
被
下

也
、
但
此
地
之
内

二
家
數
十
二
聞
有
、
此
地
子
錢
、
片
季
七
斗

七
升
八
合
、
寺
納
仕
也
、
前
地
以
買
得
之
故
、
何
方

へ
も
地
子

錢
出
不
申
候
、
若
出
申
と
の
案
内
者
御
座
候

ハ
・
、
被
成
御
糺

明
、
其
時
可
預
御
成
敗
者
也
、
仍
状
如
件
、

天
正
十
三
年

報
恩
寺

拾
月
廿
三
日

納
所

(花
押
)

御
奉
行
衆
樣ま
い
る

〔
九
〕

前
田
玄
以

・
淺
野
長
政
連
署
禁
制

禁
制

報
恩
寺

一
、
於
別
時
井
法
談
之
道
場
、
惣
別
雖
爲
御
置

目
、
喧
嘩
口
論

事
、

一
二
七



一
、
參
詣
之
輩
、
女
人
に
た
は
ふ
れ
を
な
す
事
、

一
、
殺
生
事
、

一
、
不
及
案
内
寄
宿
事
、

一
、
於
寺
内
馬
を
の
る
事
、

右
條
々
堅
被
停
止
訖
、
若
於
違
犯
之
族
者
、
速
可
被
處
嚴
科

之
由
候
也
、
仍
制
旨
如
件
、

天
正
十
八
年
二
月
日

民

部
卿

法

印

(花
押
)

淺
野
彈
正
少
弼

(花
押
)

〔
一
〇
〕

報
恩
寺
屋
地
子
書
上
案

報
恩
寺
分屋

敷
地
子
之
事

參
間
壹
尺
拾
四
間
四
尺

壹
畝
拾
六
歩

參
斗
七
合

新
衞
門

貳
間
半

拾
四
聞
牛

壹
畝
六
歩

貳
斗
四
升

一
合

與
次
郎

貳
間

四
尺
拾
四
間
坐
-

壹
畝

一
歩

一
二
八

貳
斗
五
升
二
合
二
勺

西

雲

六
間
壹
尺
拾
四
間
牛

貳
畝
廿
九
歩

五
斗
九
升
八
合

新

屋

三
間

拾
四
閥
牟

壹
畝
十
三
歩

貳
斗
八
升
七
合

與
衣
郎

貳
間
四
尺
拾
四
間
牛

壹
畝
八
歩

貳
斗
八
升
三
合
三
勺

喜

雲

貳
間
四
尺
拾
四
間
牛

壹
畝
八
歩

貳
斗
五
升
三
合
三
勺

彌
三
郎

貳
聞
壹
尺
拾
間

廿
壹
歩

壹
斗
四
升

三
郎
二
郎

貳
間

七
間
孚

拾
五
歩

壹
斗

衞
門
太
郎

貳
間
壹
尺
七
間
牛

拾
六
歩

壹
斗
七
合

甚
二
郎

三
間
牛
七
間
牛

廿
六
歩

壹
斗
七
升
三
合
三
勺

西

念



二
間
四
尺
七
間
牢

壹
畝
三
歩

貳
斗
二
升

一
勺

貳
問
四
尺
七
間
牛

壹
畝
三
歩

貳
斗
二
升

一
勺

貳
閲
壹
尺
拾
四
聞

壹
畝

虱
斗

貳
間
四
尺
拾
四
間

壹
畝

貳
斗

貳
間
牟
拾
四
間

壹
畝
五
歩

貳
斗
三
升
三
合
三
勺

三
問

拾
五
間

壹
畝
十
五
歩

三
斗

合
四
石
壹
斗

一
升
五
合
六
勺

前
分

新
屋
敷
竹
屋
町
屋
地
子
之
事

報
恩
寺
分

但
東
か
わ

二
聞

一
尺
拾
壹
間
四
尺

廿
三
歩
牛

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

二
郎
左
衞
門

與
三
郎

二
郎
左
衞
門

六
兵
へ

妙
ち
や
く

彦
左
衞
門

壹
斗
五
升
五
合
五
勺

三
問
八
寸
拾
壹
間
四
尺
三
寸

二
斗
三
升
六
合
四
勺

五
間
孚
十
壹
間
四
尺
三
寸

四
斗
三
升
六
合
四
勺

二
間
孚
拾
壼
間
四
尺

壹
斗
八
升
四
合
二
勺

三
間
五
寸
拾
壹
間
四
尺

貳
斗
三
升
三
勺

三
間
貳
尺
三
寸
拾
壹
聞
四
尺
二
寸

貳
斗
四
升
六
合
五
勺

二
間
壹
尺
九
寸
拾
壹
間
四
尺
二
寸

一
斗
六
升
七
合
五
勺

二
間
貳
尺
七
寸
拾
壹
間
四
尺
二
寸

一
斗
八
升
九
勺

二
間
三
尺
拾

一
間
四
尺
二
寸

一
斗
八
升
四
合
二
勺

壹
畝
五
歩

貳
畝
六
歩

廿
七
歩
孚

壹
畝
四
歩
孚

壹
畝
七
歩
孚

廿
五
歩

廿
七
歩

廿
七
歩
孚

一
二
九

孫
三
郎

五

安

與
三
衞
門

道

專

與
五
郎

與
三
兵

へ

下

總

宗

幸

五
郎
二
郎



三
間
孚
四
寸
拾

一
間
四
尺
二
寸

壹
畝
九
歩

貳
斗
六
升

一
間
四
尺
拾

一
問
四
尺
二
寸

拾
七
歩

一
斗

一
升
四
合
五
勺

合
家
數
十
一
間
也

合
貳
石
三
斗
九
升
六
合
四
勺

同
竹
屋
町
屋
地
子
之
事

報
恩
寺
分

二
間
孚
拾

一
間
五
尺

廿
九
歩

一
斗
九
升
三
合
三
勺

二
間
孚
拾

一
間
五
尺

廿
九
歩

壹
斗
九
升
三
合
三
勺

二
間
孚
拾

一
間
五
尺

廿
九
歩

'

壹
斗
九
升
三
合
三
勺

三
間
牛
拾

一
間
五
尺

壹
畝
九
歩

貳
斗
六
升

五
間
孚
拾

一
間
五
尺

貳
畝

永

故

新
二
郎

ぶ
ん
こ

完

味

吉

藏

喜

西

一
三
〇

四
斗

合
家
數
五
問
也

合
壹
石
貳
斗
三
升
九
合
九
勺

以
上
惣
都
合
七
石

一
斗
五
升

一
合
九
勺

天
正
拾
九
年
九
月
八
日

報
恩
寺
納
所

宗

林

〔
一
一
〕

豐
臣
秀
吉
朱
印
歌
西○
折
糸

山
城
國
西
院
内
七
石
壹
斗
五
升
事
、
爲
境
内
地
子
替
地
遣
之
畢
、

全
可
寺
納
者
也
、

天
正
十
九

九
月
十
三
日

(朱
印
)

報
恩
寺

〔
一
ご
〕

後
陽
成
天
皇
宸
翰
御
滄
息

ま

こ

と

に
あ

ら

た
ま

り

候

春

の

し

る

し

毛
、

か

ひ

く

し
く

、

朝
家
民
戸
ま
て
も
、
む
か
し
に
こ
え
た
る
榮
花
に
て
、
今
年
よ

り
は
御
寺
も
い
よ
く

御
再
興
候
て
、
よ
う

つ
御
滿
そ
く
の
時



い
た

り

候

へ
は

、

日

を

か
さ

ね

て
、

つ
き

も

候

ハ

ぬ
御

悗

と

も

、

と

く

御

ま

い
り

候

て
、
申

さ

れ

候

へ
く

候

、

あ

な

か

し

く

、

(
○
料
紙

二
枚

に
散
ら

し
書

き
)

〔
=
二
〕

徳
川
家
康
書
状

見
事
之
桃

一
折
途
給
候
、
靦
着
之
至
候
、
獪
期
後
音
之
時
候
条
、

不
能
具
候
、
恐
々
謹
言
、

五
月
十
五
日

家
康

(花
押
)

(等
伯
)

長
谷
川
法
眼

〔
一
四
〕

報
恩
寺
牙
舍
利
縁
起

報
恩
寺
牙
舍
利
縁
起

夫
佛
は
悲
願
ふ
か
く
、
教
網
ひ
ろ
け
れ
ハ
、
晶
々
に
お
し

へ
、

さ

ま

く

に
身

を

現

し

、

そ

の
機

に
應

し

て
、

み

ち

ひ

き

給

ふ

、

し
か
る
に
化
縁
す
て
に
つ
き
て
、
滅
度
を
唱
と
い
へ
と
も
、
大

悲
や
む
こ
と
な
く
し
て
、
な
お
舎
利
を
殘
し
給

へ
り
、
か
た
し

け
な
く
も
、
こ
れ
戒
定
慧
の
三
學
を
薫
習

し
大
定
智
悲
の
三
と

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

く
を
具
足
せ
り
、
舎
利

ハ
す
な
は
ち
如
意
寶
珠
な
れ
ハ
、
万
徳

圓
滿
に
し
て
、
最
上
の
福
田
、
何
か
こ
れ
に
す
き
む
、
此
ゆ

へ

に
恭
敬
供
養
の
輩

ハ
、
三
途
の
苦
海
を
の
か
れ
、
信
敬
歸
依

の

人
は
、
四
徳
の
樂
岸
に
い
た
ら
ん
、
是
如
來

の
化
身
、
舎
利
の

靈
驗
、
誠
に
あ
ふ
き
た
う
と
は
さ
ら
め
や
、

こ
こ
に
洛
陽
報
恩

寺

の
舎
利

ハ
、
釋
迦
如
來

い
ま
た
荼
眦
の
御

い
と
な
み
な
か
り

し
時

の
御
牙
な
り
、
そ
の
因
縁
を
案
す
る
に
、
む
か
し
釋
尊
御

齢
七
十
九
の
二
月
十
五
日
、
沙
羅
雙
樹
の
間
に
ま
し
ま
し
て
、

既
に
涅
槃
に
入
ら
せ
給
ひ
ぬ
、
其
時
捷
疾
鬼
と
い
へ
る
刹
那
の

聞
に
三
千
大
千
世
界
を
飛
行
す
る
羅
刹
も
悲
ひ
き
た
り
、
帝
釋

天

の
う
し
ろ
に
や
を
ら
か
く
れ
居
た
り
け
る
か
、
大
衆
か
な
し

ひ
の
涙
に
く
れ
け
る
隙
を
う
か

丶
ひ
、

＼
そ
か
に
佛
に
近
付
た

て
ま

つ
り
、
御
牙
を
ぬ
す
ミ
ど
り
、
は
る
か
の
虚
空
に
と
ひ
さ

り
ぬ
、
其
後
四
天
王
か
の
舎
利
を
得
給
ひ
て
、
殊
に
供
養
し
た

て
ま

つ
り
、
お
ほ
く
の
年
を
經
た
り
、

し
か
る
に
唐
の
高
宗

の
御
代
、
南
山

の
道
宣
律
師
と
て
徳
行
め

、

;
二



て
た
き
高
僣
あ
り
け
り
、
世
こ
そ
り
て
歸
依
し
う
や
ま
ふ
事
か

き
り
な
く
、
顯
慶
五
年

の
比
、
長
安

の
西
明
寺
に
て
、
或
夜
ふ

け
過
て
後
ひ
と
り
行
道
し
給
ひ
し
に
、

つ
ま
つ
き
て
た
ふ
れ
ん

と
し
給
ひ
し
時
、
あ
や
し
き
童
子
忽
然
と
あ
ら
は
れ
た
す
け
奉

り

ぬ
、

又

か

た

ハ
ら

に

ひ

と

り

の
天

人

あ

り
、

律

師

い
よ

く

あ
や
し
ミ
、
何
も
の
ぞ
と
と
ひ
給
ひ
け
れ
ハ
、
我
は
是
南
方
増

長
天
の
使
者
捷
疾
鬼
な
り
、

い
ま
の
童
は
北
方
毘
沙
門
天
の
長

子
那
陀
太
子
也
、
父
の
王
師
の
戒
香
を
し
た
ひ
、
我
に
命
し
て

晝
夜
守
護
し
奉
る
へ
き
よ
し
を
の
給

ヘ
ハ
、
か
く
か
け
の
こ
と

く

に
つ
き
し
た
か
ひ
侍
る
な
り
と
こ
た
ふ
、
律
師
か
さ
ね
て
、

天
竺
に
ハ
す
く
れ
て
妙
な
る
ミ
の
り
あ
ら
ん
、
我
に
か
た
れ
ど

の
給

ヘ
ハ
、
太
子
す
な
は
ち
此
舎
利
を
取
出
し
、
む
か
し
捷
疾

(

)

鬼

か
む

は

ひ
奉

り

し
佛

牙

な

り

、

あ

ふ
き

給

へ
と

て
、

さ

つ
け

奉

り

ぬ
、

律

師

是

を

得

給

て
、

生

身

の
佛

に
逢

奉

る

こ

こ
ち

し

て
、

こ
よ

な

き

寳

と
あ

か

め
、

晝

ハ
地

の
穴

に
か

く

し

を

き

、

夜

こ
七

に
も

ち

て
行

道

供

養

し
、

た

丶
ひ

と
り

の

ミ
珍

敬

し

給

ひ

て
、

人

い
ま

た

是

を

し

ら

す

、
律

師

在

世

の
内

ハ
、

上

足

の

一
三
二

弟

子

、

文

綱

律

師

の

ミ

そ

し

れ

る
、

こ

れ

ハ
世

の
人

の
う

た

か

ひ

そ

し
ら

ん

こ

と

を

お

そ

れ
、

か

な

し

め

る

ゆ

へ
な

り
、

南
山
律
師
乾
封
二
年
十
月
三
日
遷
化
の
後
、
文
綱
律
師
、
師
の

命
に
ま
か
せ
て
、
彼
舎
利
を
崇
聖
寺
の
東
塔

に
ひ
そ
か
に
お
さ

め
奉
り
ぬ
、
然
れ
と
も
を
の
つ
か
ら
こ
と
ひ
ろ
こ
り
ぬ
れ
ハ
、

代
宗
皇
帝
き
こ
し
め
し
て
瞻
禮
ま
し
ま
す

へ
き
旨
、
崇
聖
寺
の

三
綱
に

勅
し
給
ひ
し
か
は
、
塔
よ
り
と
り
出
し
、

宮
中
に

入
奉
り
ぬ
、
靈
験
日
々
に
あ
ら
た
に
、
威
光
夜
々
に
あ
き
ら
か

な
り
し
か
ハ
、
君
臣
の
尊
崇
、
道
俗
男
女
禮
拜
供
養
、
在
世
の

む
か
し
に
こ
え
た
り
、
會
昌
年
中
に
い
た
り
、
か
さ
ね
て
西
明

寺
に
か
へ
し
う

つ
し
奉
り
、
又
其
後
天
宮
寺

に
安
置
す
と
い
へ

り
、
そ
れ
よ
り
後

ハ
五
代
の
亂
の
ま
き
れ
に
佛
牙
も
塵
に
ま
し

は
り
、
し
る
人
な
く
そ
な
り
け
る
、

本

朝

延

喜

年

中

、
吉

野

の
日

藏

上

人

、

あ

や

し

き

ゆ

め

の
告

を

か

う

ふ

り
、

も

う

こ
し

に
わ

た

り

、

か

し

こ
爰

と

た

つ
ね

し

に
、

!



ま

こ
と
に
夢
の
告
む
な
し
か
ら
す
、
不
思
議
の
因
縁
に
よ
て
、

此
舎

利
を
も
と
め
得
て
、
歡
喜
の
涙
墨
染
の
袂
を
う
る
ほ
せ
り
、

万
里
の
海
上
を

へ
た
つ
と
い
へ
と
も
、
佛
の
方
便
た
え
ぬ
こ
と

を
感
し
、
は
や
く
我
朝

の
衆
生
に
結
縁
な
さ
し
め
む
と
て
、
船

出

し
け
る
に
、
ま
こ
と
に
佛
天
三
寶
の
加
護
に
や
、
風
波
の
さ

は
り
も
な
く
て
、
我
朝

へ
わ
た
ら
せ
給
ひ
け
り
、
是
ひ
と

へ
に

釋
尊

の
大
悲
願
力
、

一
切
衆
生
を
利
盆
し
給
は
む
と
の
善
巧
方

便

な
る

へ
し
、

さ

り
け
れ
は
代
々
の
帝
王
の
御
か
ふ
り
を
か
た
ふ
け
さ
せ
給
ひ

て
、
禮
拜
供
養
し
給

へ
は
、
都
鄙

の
貴
賤
あ
ふ
き
た
う
と
は
す

暉
子
内
親
王

と
い
ふ
こ
と
な
し
、
弘
安
の
比
は
室
町
院
こ
れ
を
念
し
給

へ
り
、

と
き

に
興
正
菩
薩
み
や
こ
の
に
し
葉
室
の
淨
住
寺
に
律
宗
を
ひ

ろ

め
給
ひ
け
れ
は
、
室
町
院
殊
に
御
歸
依
ふ
か
く
、
此
舎
利
を

さ

へ
相
慱
し
給
ひ
、
道
宣
律
師
と
覺
し
な
す
ら

へ
、
な
か
く
葉

室

の
淨
住
寺
に
安
置
し
給

ハ
む
と
て
、
御
文
を
そ

へ
て
給
は
り

け
り
、

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

西
大
寺
の
上
人
の
御
房

へ

牙
舎
利
葉
室
の
寺
に
安
置
し
ま
い
ら
せ
さ
ふ
ら
ふ
、
南
山
の
祀

師
あ
か
め
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
ひ
け
る
、
御
戒

の
す
ゑ
も
た
う
と

く
候

ヘ
ハ
、御
沙
汰
の
寺
ヒ
お
も
ひ
候
て
、か
や
う
に
申
候
な
り
、

葉
室
の
僣
は
か
り
は
ゆ
く
す
ゑ
よ
は
く

し
く
な
と
候
は
む
に

は
、
よ
く
候
や
う
を
も
御
は
か
ら
ひ
候
て
、

い
か
な
ら
む
世
ま

て
も
安

置

の

こ

丶
ろ

さ

し

む
な

し

か
ら

ぬ
や

う

に
、

よ

く

く

御
は
か
ら
ひ
候
て
給
は
り
候

へ
、
相
傳
か
き

て
ま
い
ら
せ
候
、

弘
安
十
年
八
月

日

御
剣

相
傳
次
第

日
藏
上
人

淨
乘
上
人

白
河
法
皇

ぼ
　
　
　

鳥
羽
董

騷

敬
鑼

蠣

喚

平
蘯

挿

ら
れ
て

一
三
三



美
幅
門
院

近
衞
院
御
母

八
條
女
院

鳥
羽
法
皇
御
女

後

成
卿

承
安
元
年
八
月
廿
五
日
奉
請

後
高
倉
法
皇

承
久
三
年
奉
請

北
白
河
院

後
堀
河
院
御
母

安
嘉

門
院

北
白
河
院
御
母

室
町
院

後
堀
川
院
御
母

興

正
菩
薩

西
大
寺
叡
尊

興
正
菩
薩
此
舎
利
を
得
奉
り
て
、
葉
室
の
山
を
ひ
ら
き
、
彼
舎

利
殿
を
い
と
な
み
、
女
院
の
御
願
に
た
か
は
す
、
末
の
世
ま
て

も
、
こ
と
所
に
う

つ
し
奉
る
へ
か
ら
す
と
て
、
菩
薩
ミ
つ
か
ら

筆

を
染
て
、
此
舎
利
に
つ
か

へ
奉
る

へ
き
旨
を
書
置
給

へ
り
、

興
聖
菩
薩
置
文

室
町
女
院
被
安
置
御
相
傳
牙
舎
利
於
淨
住
寺
事

副
置
相
傳
次
第

一
邇

眞
筆
・御
書

一
通

一
三
四

右
牙
舎
利
者
、
曩
租
絡
南
山
律
師
所
令
感
得
也
羅

欝

、斈

當
初
自
誓
以
來
五
十
餘
年
、
訪
護
持
於
南
山
之
古
風
、
抽
修
行

於
中
府
之
底
露
、
不
圖
間
修
之
輩
、
僣
尼
幾
許
、
京
夷
之
問
、

散
在
諸
國
、
大
底
慣
大
士
之
意
樂
、
發
闡
提

之
悲
願
、
自
他
積

善
於
戯
皇
哉
、
夫
和
漢
境
、
隔
万
里
之
煙
波

、
古
今
代
途
、
幾

廻
之
涼
燠
、
當
澆
季
濁
亂
之
末
世
、
得
租
師
感
得
之
佛
骨
、
戒

流
源
同
如
説
、
誠
多
之
令
然
者
歟
、

一
門
之
諸
寺
、
且
彌
顧
祀

師
之
恩
徳
、
專
守

仙
院
之
御
願
、
不
違
當
寺
安
置
之
本
儀
、

宜
爲

一
門
住
持
之
佛
寶
、
若
時
灌
事
變
魔
競
人
濁
、
違
當
寺
安

置
之
御
願
、
及
他
所
奉
請
之
新
儀
之
時
者
、

一
門
諸
寺
同
心
與

力
、
可
廻
無
爲
安
置
之
秘
計
、
霾
又

仙
院
万
戯
之
後
、
當
寺
痔

之
内
、
良
忍

.
藏

歡

黥

難

蠶

御
可
二
人
皆

、
宜
封
納
之
、
不
可
違
失
之
状
如
件
、

弘
安
十
年
八
月
八
日

西
大
寺
衆
首
沙
門叡

尊

興
正
菩
薩
正
應
三
年
八
月
廿
五
日
入
滅
し
給
ひ
ぬ
れ

ハ
、

勅



封
を
付
ら
る
へ
き
よ
し
、
忍
性
菩
薩
お
と
ろ
き
な
け
き
て
、
事

の
由
を

奏
し
給

へ
と
て
書
迭
れ
り
け
る
文

室
町
院
御
安
置
淨
住
寺
之

八
條
院
牙
舎
利
事
、
中
院
御
方
可

被
付

勅
封
之
由
事
驚
承
候
、
此
御
舎
利
事
、
任
故

女
院
御
素
意
、
先
師
菩
薩
不
可
出
寺
門
之
由
、
被
定
置
之
上
者
、

背
彼
御
素
意
井
先
師
記
文
候
条
、
尤
難
治
事
歟
、
且
以
此
趣
可

被
申

勅
答
候
也
、
恐
々
謹
言
、

十
二
月
十
六
日

忍
性
剣

本
照
御
房
御
返
報

こ
れ
よ
り
後
は
い
よ
く

彼
寺
に
相
續
し
て
、
鎭
護
國
家

の
靈

寶

と
あ
ふ
き
奉
り
、
恒
例
の
大
法
會
、
時
々
の
舎
利
講
、
如
法

に
執
行
、
懈
ら
さ
り
け
り
、

後
醍
醐
院
の
御
宇
、
元
弘
の
亂

に
佛
閣
神
祗
を
燒
は
ら
ひ
し
か
ハ
、
三
國
相
承
の
舎
利

も
ゆ
く

衛
な
く
成
給
ひ
ぬ
、
さ
れ
と
も
此
佛
牙
者
、
上

一
人
よ
り
下
万

民

に
い
た
る
ま
て
、
か
く
れ
な
け
れ
は
、
忝
も
天
下
に

詔
を

下

し
、
遠
近
に
尋
も
と
め
さ
せ
給
ふ
ほ
と
に
、
い
く
程
な
く
て

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

ふ
た

丶
ひ
淨
住
寺

に
歸
座
し
た
ま
ふ
そ
不
思
議
な
る
、

苴
ハ後
た
ひ
く

丘
ハ亂
一の
事
有

て
、
世
お
た
や
か
な
ら
さ
れ
ハ
、

諸
寺
諸
祗

の
靈
佛
靈
瓧
、
お
ほ
く
宮
申
に
入
奉
り
ぬ
、
此
舎
利

を
も

勅
命
に
任

せ
て
移
奉
り
け
れ
ハ
、
玉
塔

に
お
さ
め
ら
れ
、

う
や
く

し
く
供
養
七
給
ふ
、
こ

～
に

後

土
御
門
院
專
念
佛

を
修
し
、
信
仰
有
て
鎭
西

の
流
義
を
當
寺

の
開
山
に
尋
さ
せ
給

ひ
て
、
ひ
と
へ
に
御
歸
依
淺
か
ら
さ
り
し
か
は
、
此
法
縁
を
お

ほ
し
め
し
け
る
に
や
、

後
柏
原
院
よ
り
今
此
舎
利
を
開
基
明
泉
上
人

に
さ
つ
け
給
ひ
ぬ
、

此
外
淨
住
寺
に
あ
り
し
舎
利
殿
の
燈
籠
、
興
正
菩
薩
の
御
袈
裟
、

佛
像
種
々
の
寶
物
、
佛
具
な
と
を
と
り
そ
へ
て
給
は
り
ぬ
、
さ

れ

ハ
當
寺
現
在
の
靈
寶

ハ
皆
是
葉
室
よ
り
傳
來
る
物
な
り
、
二

王
門
の
金
剛
紳
も
、
む
か
し
ハ
淨
住
寺
に
あ
り
し
な
り
、
そ
れ

よ
り
此
か
た
年
こ
と
に
二
月
涅
槃
の
比
、
寶
塔
を
ひ
ら
き
、
舎

利
會
を
修
し
、
あ
ま
ね
く
世
人
に
禮
拜
供
養

せ
し
む
る
者
也
、

一
三
五



右
報
恩
寺
佛
牙
縁
起
者
、
依
住
持
證
譽
勸
發
而
、
當
時
貴
顯
面

々
、
隨
喜
所
令
書
也
、
余
偶
舒
之
三
國
傳
來
次
第
、
了
々
如
指

掌
也
、
可
謂
諸
人
信
受
之
明
鏡
、
万
世
傳
持
之
重
寶
焉
、
途
不

勝
感
歎
、
援
筆
證
之
者
也
、

貞
享
四
丁
夘
九
月
三
日

右
大
臣
正
二
位
藤
原
象
羆

第

一
段

有
栖
川
宮
二
晶
幸
仁
親
王

第
二
段

實
相
院
宮
二
晶
義
延
親
王

第
三
段

今
出
川
前
内
大
臣
公
規

第
四
段

花
山
院
前
内
大
臣
定
誠

第
五
段

九
條
左
近
大
將
輔
實

第
六
段

醍
醐
大
納
言
冬
基

第
七
段

愛
宕
中
納
言
通
輻

第
八
段

清
閑
寺
中
納
言
熈
定

大
雲
院
文
書

〔
一
〕

正
親
町
天
皇
綸
旨

一
三
六

(
包
紙
)

「西
光
寺
住
持
聖
譽
上
人
御
房

左
中
辨
晴
豐
」

着
香
衣
令
參

内
、
宜
奉
所

寳
柞
長
久
者
、
依

天
氣
執
達
如
件

(勸
修
寺
晴
豊
)

元
龜
三
年
七
月
廿
五
日

左
中
辨

(花
押
)

(貞
安
)

西
光
寺
住
持
聖
譽
上
人
御
房

〔
二
〕

正

親

町

天

皇

女
房

奉

書

(橿
紙
ウ
ハ
書
)

「

(
切
封

)

ち

お

ん

ゐ
ん

へま

い
る

」

文

の
や

う

ひ

ろ

う

し

て
候

ヘ
ハ
、

た

う

ゐ
ん

ま

つ
寺

、

の
と

の

(住

持

出

世
)

國

さ

い
く

わ

う
寺

ち

う

し

し

ゅ

っ
せ

の
事

、

御

心

え

め

て
た

く

思

ひ

ま

い
ら

せ

候
、

し

き

し

ハ
く

わ

ん

し

ゅ
寺

頭

辨

に

て
候

よ

し

申

と

て
候

、

か

し

く

、

(
。
料
紙

一
枚

に
散
ら

し
書
)

〔
三
〕

織
田
信
長
朱
印
状

今
度
於
慈
恩
寺
淨
嚴
院
、
法
華
宗
與
宗
論
之
儀
申
付
候
處
、
即



途
問
答
、
尤
爲
勝
、
誠
手
柄
無
比
類
、
彌
宗
旨
之
勵
簡
要
候
也
、

五
月
廿
八
日

信
長

(朱
印
)

　　
　
　

教
蓮
社
聖
譽

豫

専

年

安
土
西
光
寺
」

〔
四
〕

織
田
信
長
書
状

其
土
藏

二
一
万
六
千
貫
、
其
外
か
く
れ
さ
と
よ
り
の
公
用
た
わ

ら

二
可
有
之
候
、
彼
を

ハ
除
、
六
千
貫
内
を
万
疋
此
者

二
可
被

越
候
、
就
中
淨
土
宗
法
花
宗
宗
論
、
彼
い
た

つ
ら
も
の
ま
け
候
、

委
事

ハ
聟
可
申
候
也
、
か
し
く
、

(信
忠
)

城

介

殿

.

信

〔
五
〕

織
田
信
忠
書
状

肇
歳
之
吉
兆
、
追
日
不
可
有
休
期
候
、
依
之
鞦
二
懸
被
越
置
候
、

承
悗
之
至
候
、
獪
永
日
事
々
可
申
達
候
、
恐
々
謹
言
、

正
月
廿
九
日

信
忠

(花
押
)

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

近
衛
殿

〔
六
〕

知
押恩
院

浩

懇
肖圭
回阯
从

(
ウ
ハ
書
)

「

知
恩
院

弘
經
寺

浩
譽
」

侍
者
御
中

於
當
學
碩
途
稽
古
、
両
脉
相
承
之
仁
躰
、
或
背
吾
宗
之
本
寺
、

或
背
師
範
之
血
脉
、
恣
之
所
行
有
之
云云
、
然
者
自
今
以
後
、
於

其
座
下
付
法
傳
受
之
砌
、
堅
以
二
世
之
誓
罸
、
於
懇
望
之
輩
者
、

能
所
之
契
約
、
可
被
許
之
夏
、
専

一
候
、
委
悉
使
繪
可
申
候
、

恐
惶
謹
言
、

(聡
補
)

二
月
廿
五
日

浩
譽

(花
押
)

弘
經
寺
侍
者
御
中

〔
七
〕

知
恩
院
浩
譽
書
状

(ウ
ハ書
)

「

知
恩
院一

三
七



大
雲
院

浩
譽
」

御
侍
者
申

尚
々
軈
而
御
上
洛
奉
待
候
、

幸
便
之
條
、

一
筆
・令
啓
達
候
、
仍
去
二
日
、
正
定
院
入
院
前
、

御
上
洛
待
申
候
處
、
御
隙
入
之
由
、
不
及
是
非
候
、

一
段
天
氣

以
下
、
歴
々
儀
式
、
珍
重
樣
子
候
、
獪
以
面
談
可
申
伸
候
、
委

曲
惠
全
可
申
候
条
、
不
能
詳
候
、
恐
惶
謹
言
、

十

一
月
五
日

浩
譽

(花
押
)

大
雲
院

御
侍
者
中

〔
八
〕

知
恩
院
浩
譽
書
状

(ウ
ハ書
)

「

知
恩
院

大
雲
院

浩
譽
」

侍
者
御
申

態
令
啓
候
、
仍
其
地
之
御
法
談
、
來
十
四
五
日
比
、
可
有
回
向

之
由
候
、
就
其
林
阿
登
山
候
而
、
當
月
中
抑
留
申
度
由
、
懇
望

之
儀

候
(
其
元
之
樣
子
共
、
懇
雜
談
被
申
候
、
菟
角
被
任
彼
異

一
三
八

見
、
御
逗
留
可
然
存
候
、
急
候
間
、
不
能
具
候
、
恐
惶
謹
言
、

十

一
月
八
日

浩
譽

(花
押
)

大
雲
院

侍
者
御
中

〔
九
〕

貞
安
書
状

以
上

此
中
者
來
儀
無
是
候
、
然
共
今
日
大
名
衆
二
三
人
法
談
を
聞
候

ハ
ん
由
、
只
今
申
來
候
、
茶
を
不
持
候
間
、
極

上
な
く
候

ハ
・
、

い
か
成
共

一
袋
可
給
候
、
頼
入
候
、
恐
々
謹
言
、

八
月
十
九
日

貞
安

(花
押
)

〔
一
〇
〕

貞
安
書
状

(端
裏
ウ
ハ書
)

「

(切
封
)
大
頂
寺

不

一
」

參

返
々
今
晩
三
条
以
下
之
御
長
老
衆
、
御
出
被
成
候
間
、
必

々
來
儀
可
然
候
、
此
者

二
一
種
可
給
候
、

昨
日
者
參
候
而
、
本
望
至
極
候
、
然
共
明
日
内
府
樣
御
禮
御
參
内



申
候
、
隨
而
者
今
晩
十
種
御
座
候
間
、

一
種
可
給
候
、
隙
入
不

申
候

ハ
丶
、
來
儀
待
入
候
、
恐
々
謹
言
、

正
月
吉

奪

)
(花
押
)

〔
一
一
〕

後
陽
成
天
皇
綸
旨

當
寺

勅
願
所
事
、
被
聞
食
畢
、
宜
奉
所
國
家
安
全

寳
柞
長

久
者
、

天
氣
如
此
、
仍
執
逹
如
件
、

天
正
+
八
年
七
月
士

ハ
日

黼
鑢

)
(花
押
)

大
雲
院
聖
譽
上
人
御
房

〔
三

〕

前
田
玄
以
到
物
耡
折

余
部
屋
敷
之
内
、
淨
教
寺

・
透
玄
寺

・
春
長
寺
之
事
、
末
代
共

可
爲
大
雲
院
次
第
候
、
仍
爲
後
日
状
如
件
、

天
正
拾
九

民
部
卿
法
印

八
月
二
日

玄
以

(花
押
)

大
雲
院

¢凄纈
醒

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

〔
一
三
〕

京
都
奉
行
前
田
玄
以
禁
制

禁
制

大
雲
院

一
、
雖
爲
惣
別
御
置
目
、
於
別
時
井
法
談
之
道
場
、
喧
嘩
口
論

事
、

一
、
物
詣
之
輩
、
女
人
に
た
ハ
ふ
れ
を
な
す
事
、

一
、
於
門
内
乗
馬
事
、
付
高
聲
音
曲
事
、

一
、
殺
生
事
、

一
、
寄
宿
事
、

右
條
々
堅
被
停
止
訖
、
若
於
違
犯
之
輩
者
、
速
可
被
處
嚴
科

之
由
候
也
、
仍
如
件
、

天
正
廿
年
二
月

日

民
部
卿
法
印

(花
押
)

〔
一
四
〕

増
上
寺
源
譽
書
状

去
夏
之
時
分
、
御
書
中
獪
以

一
種
給
候
、
誠
以
珍
物
不
打
置
、

祝
着
不
斜
候
、
仍
舊
冬
不
慮
仕
合
故
、
令
出
寺
、
内
々
途
上
洛
、

心
底
致
談
合
、
可
奉
得
御
異
見
存
候
處
、
無
程
脇
住
之
旨
被
仰

出
付
而
、
自
駿
府
下
着
候
、
先
以
可
御
心
易
候
、
然
而
西
傳
寺

一
三
九



・
法
林
寺
兎
角

二
付
而
、
常
福
寺
遠
州
奉
行
衆

へ
一
書
趣
共
、

首
尾
不
合
之
儀
御
座
候
、
抑
和
漢
両
朝
諸
師
、
傳
罪
障
煩
惱
滅

盡
之
儀
、
無
私
候
之
處
二
、
如
此
曲
文
、
背
道
理
之
條
、
無
申

事
候
、
幸
貴
寺
御
肝
煎
之
由
、
及
承
候
間
、
向
後
相
違
儀
候
者
、

可
被
仰
越
候
、
弘
經
寺
其
外
衆
申
合
、
都
鄙
佛
法
正
路
落
着
致

之
度

覺
悟
候
、
委
口
上
含
候
間
、
不
能
具
、
恐
々
敬
白
、

増
上
寺

(存
應
)

二
月
廿
二
日

源
譽

(花
押
)

大
雲
院

御
侍
者
中

〔
一
五
〕

貞
安
書
状

一
、
去
十
日
之
便
信

一二
二
毒
不
滅
ト
ハ
不
申
之
儀
、
愚
僭
方
江

被

仰
越
候
、
又
十

一
日
二
愚
僣
爲
聞
分
之

一
禮
之
使
僣
被
越

候
事
、
治
定
而
候
、

一
・
+
悪
識

・
七
罪
ハ
滅

シ
、
三
罪
不
滅
ト
云
者
、
法
林
寺

可
爲
謬
之
由
、
被
仰
越
候
、
法
林
寺
筆
記
ノ
中
在
之
、

一
四
〇

一
、
法
林
寺
、
就
二
一
念
彌
陀
佛
之
文
一
二
、
煩
惱
ト
罪
障
ト
始

絡
各
別
之
儀
、
十
惡
ノ
中
ヲ
分
テ
、
七
罪

ハ
滅
、
三
罪

ハ
煩

惱
ナ
ル
ヵ
故

二
不
滅
ト
云
義
、

不
齊
也
、
釋

云
五
逆
十
惡
罪

滅
得
生
等
云云
、

一
、
惡
業
サ
ヱ
滅
ス
ル
ハ
煩
惱

ハ
未
斷
ナ
レ
圧
途
ニ
ル
ト
往
生
一ヲ

云
義
、
珍
敷
候
、本
願
名
號
ハ
サ
テ
ハ
不
入
者
歟
、但
シ
未
斷

惑
ト
云
者
、
如
ニ
ク
諸
宗
聖
道
門

一ノ
、
受
レ
テ
機

一
二
斷
惑
之

カ
ツ
テ

儀
、
曾
無
レ之
、
未
断
惑
ノ
凡
夫
報
土
得
生
ト
云
ハ
、

稱
名

三
昧
之
時
機
分
不
覺
不
知

ニ
メ
、
而
モ
滅
ニ
ス
ル
ヲ
諸
煩
惱
一ヲ

云
二未
斷
惑
一ト
、
釋
意

ノ
不
斷
煩
惱
得
生
涅
槃
分
モ
此
意
也
、

雖
然
是

モ
教
文

ニ
タ
ヅ
サ
ハ
ル
時
ノ
文
也
、
淨
土
實
躰
門
之

時

ハ
、
有
名
物
有
躰
物
皆
彌
陀
也
、
鷺

ハ
不
レ
ル
モ
晒
白
ク
、

鳥

ハ
不
染
黒
シ
、
法
亦
天
然
之
境
界
、
是

ヲ
鶴
不
截
鴨
不
續
、

其
儘
彌
陀
ト
扱
、
是
則
実
躰
門
也
、
サ
テ
淨
土
実
義
無
輩
品

ト
拂
フ
時
ハ
、
所
期
之
理
ハ
諸
宗

一
同

ニ
メ
無
差
別
、
爾
ル

ニ
自
力
諸
法
實
相
ト
淨
土
之
諸
法
實
相
ト
、
起
盡
如
何
ト
云

時
、
義
雖
レ
逼
、
宗
門
之
到
ニ
テ
ハ
正
義
一
二
、

諸
宗
ノ
諸
法



實
相

ハ
因
分

ニ
メ
、
貪
嗔
逆
謗
、
皆
是
實
相
ト
談
ス
、
宗
家

之
實
相

ハ
果
分
ノ
上
ノ
諸
法
實
相
ト
云
、
汝
知
閥
敷
故

二
愚

示
云
、
果
上
ノ
實
相
ト
云

ハ
、
拂
迹
入
源
ノ
機
、
仰
信
南
無

佛

ノ
當
頂
、
貪
嗔
煩
惱
、
十
惡
五
逆
等
之
悉
ク
ノ
諸
煩
惱
、

稱
名

一
叶

二
成
切
タ
ル
處
ヲ
果
上
ノ
諸
法
實
相
ト
云
、

汝
煩

惱
業
之
差
別
ヲ
見
立
テ
、
煩
惱
相
殘
ル
ト
見
ル
ハ
、

宗
門
之

キ

ハ
メ

極

意

ヲ
不

レ
ル
窮

故

也

、

深

ク
可

悲

々

々

可

一
、

十

惡

之

中

ノ
三

毒

ハ
業

障

之

三

毒

ニ
メ
、

煩
惱

之

三
毒

ニ

ハ
ア

ラ

ス
、
其

外

二
煩
惱

之

三
毒

有

ト

云
事

、

一
心

之
本

理

ヲ
不

知

故

也

、
當

處

ノ

一
心

ハ
万

法

ト
顯

ル

、
故

二
、
一
心

万

法

、

々

々

一
心

、

故

二
宗

門

之

意

、

理

中

二
施

レ
事

ヲ
、

々

ア
ラ

ハ
ス

中

二
顯
レ理
、
事
理
豎
横
、
自
在
無
尋
之
密
意
、
汝
不
知
哉
、

其
上
貪
嗔
癡
ノ
三
毒
之
躰

ハ
、

一
心
所
具
之
理
、
智
悲
之
三

諦
、
迷
妄
不
覺
之
時

ハ
、
是
ヲ
凡
夫
ノ
云
三
二
毒
一ト
顯
レ躰
、

則

レ
ハ
法

報
應
之
三
身
之
如
來
也
、
是
ヲ
能
々
披
見
シ
、

三

毒
滅
不
滅
之
諍
論
、
可
被
相
停
候
、
他
宗
他
門
之
聞
、
誠
連

到
之
衆
、
自
害
々
彼
、
不
及
是
非
候
、

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

慶
長
貳
年
七
月

日

聖
譽
貞
安

(花
押
)

〔
一
六
〕

貞
安

一
枚
起
請
文

一
枚
起
請

も
ろ
こ
し
我
朝
に
も
ろ
く

の
智
者
達
の
さ
た
し
申
さ
る
る
は
、

か
の
衆

の
三
毒
不
滅
に
も
非
、
又
學
問
を
し
て
念

の
心
を
悟
り

て
申
稱
名
に
も
非
、
但
往
生
極
樂
ま
て
三
毒
有
と
存

て
、

一
念

に
無
量
の
罪
身
も
滅
す
る
事
を
不
知
し
て
、
南
無
阿
彌
陀
佛
と

申
な
か
ら
、
疑
蓮
臺
乘
て
よ
り
外
に
ハ
滅
せ
ぬ
と
、
思
ひ
と
り

て
申
外
に
ハ
別
の
子
細
は
存
せ
し
、
但
三
人

四
人
衆
な
ヒ
の
申

候
は
、
皆
決
定
而
法
問

の
内
に
ハ
法
相
唯
識

の
分
少
斗
籠
り
候

な
り
、
其
の
外
に
奥
深
事
を
存
せ
し
、
縱

一
代

の
法
能
々
學
し

N

た
り
と
も
、
三
經

一
論
五
部
九
帖

の
筋
目
に
違
候
て
、
智
者

の

振
舞
者
成
ま
し
く
候
、
如
開
山
方
丈
の
御
あ
は
れ
み
に
は
つ
れ
、

淨
土
宗
に
も
れ
、
本
願
に
そ
む
き
候

へ
し
、

日
二

向
に
寺
を
開
、

京
都
本
山
居
し
て
念
佛
す

へ
し
、

慶
長
二
年
八
廿
三
日

貞
安

(花
押
)

一
四

一



〔
一
七
〕

婁
導
寺
圓
譽
書
状

「
(ウ
ハ
童
.)

鎭
西

蠶

寺

參

大
雲
院

圓
譽
」

御
侍
者
申

抑
東
國
以
來
者
、
互
申
隔
、
誠
非
本
意
候
、
扨
々
其
地
別
而
御

繁
榮
之
段
、
都
鄙
之
覺
、
宗
門
之
規
模
無
此
上
候
、
然
者
當
山

之
儀
、
近
年
亂
國
故
、
散
々
破
壞
之
爲
躰
、
定
而
此
中
可
被
聞

召
及
候
、
其
上
去
冬
不
慮
之
仕
合
出
來
候
而
、
彌
破
滅
之
分
、

(源
譽
)

御
察

之
前
候
、
隨
而
寺
家
後
代
職
之
事
、
拾
ケ
年
以
前
、
慶
巖

江
令
約
諾
候
處
、
今
關
東
法
幢
之
望
有
之
歟
、
五
三
年
中
者
無

下
着
候
、
就
夫
愚
老
事
者
、
數
ヶ
年
令
在
寺
、
氣
色
相
草
臥
、

彼
是
致
迷
惑
候
、
近
比
亂
後
之
上
を
以
、
申
入
候
事
、
慮
外
雖

千
萬
候
、
後
代
職
之
事
、
偏
貴
老
相
頼
度
心
底
候
、
被
成
御
下

着
、
寺
家
於
御
裁
到
者
、
愚
老
滿
足
此
御
事
候
、
從
慶
巖
も
此

条
被
申
越
候
、
定
而
彼
僭
可
爲
演
説
候
、
其
許
萬
事
被
差
置
、

當
秋
申
不
圖
御
下
向
候
而
、
鎭
西
影
前
御
相
續
法
養
候
、
獪
細

碎

口
上
申
達
候
条
、
不
能
詳
候
、
恐
惶
謹
言
、

一
四
ご
(辨
跡
)

林
鐘
六
日

圓
譽

(花
押
)

參

大
雲
院

御
侍
者
中

〔
一
八
〕

書
導
寺
忠
譽
書
状

(ウ
ハ書
)

「

善
導
寺

衆
中

進
上

大
雲
院
御
侍
者
御
申

忠
譽
」

雖
未
能
貴
面
候
、
啓
壹
翰
候
、
隨
而
寺
家
住
職
之
事
、
從
當
住

被
申
入
候
、
今
程
不
慮
之
就
劇
亂
、
散
々
雖
破
却
候
、
此
節
鎭

西
宗
門
以
御
威
光
、
致
相
續
度
存
念
不
淺
候
、
是
非
々
々
急
度

被
成
御
下
、
則
彼
是
於
御
裁
剣
者
、
大
慶
此
御
事
候
、
萬
々
彼

僣
に
申
含
候
条
、
不
能
書
載
候
、
恐
惶
敬
白
、

.

林
鐘
五
日

忠
譽

(花
押
)

進
上

衆
中

大
雲
院御

侍
者
御
中



〔
一
九
〕

知
恩
寺
末
寺
連
到
状

(題
簽
)

「知
恩
寺
諸
末
山
貞
安
和
筒
請
待
連
剣
之
状
」

本
山
知
恩
寺
可
有
御
入
院
之
旨
、

一
段
各
珍
重
存
候
、
如
何
樣

可
奉
仰
候
、
爲
其
以
連
到
申
上
候
、
恐
惶
敬
白
、

次
第
不
同阿

彌
陀
寺

籌
導
寺

(花
押
)

光
臺
寺

(花
押
)

天
龍
院

(花
押
)

禳
淨
寺

(花
押
)

正
輻
寺

(花
押
)

正
法
寺

(花
押
)

長
林
寺

(花
押
)

大
恩
寺

(花
押
)

九
晶
寺

常
運
寺

(花
押
)

法
性
寺

(花
押
)

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遣
文

一
四
三

選
擇
寺

(花
押
)

書
導
寺

(花
押
)

心
眼
寺

(花
押
)

大
應
寺

(花
押
)

寳
國
寺

(花
押
)

正
行
寺

(花
押
)

極

樂
寺

(花
押
)

大
信
寺

(花
押
)

城
森
寺

(花
押
)

常
念
寺

(花
押
)

'淨
林
寺

(花
押
)

觀
音
院

(花
押
)

西
岸
寺

(花
押
)

了
蓮
寺

(花
押
)

長
圓
寺

(花
押
)

大
霽
寺

(花
押
)

妙
泉
寺

(花
押
)



進
上大
雲
院

〔
二
〇
〕

貞
安
上
人
傳
記

眞
珠
院

(花
押
)

三
寳
寺

(花
押
)

長
泉
寺

(花
押
)

長
徳
寺

(花
押
)

光
明
寺

(花
押
)

紳
恩
院

(花
押
)

連
光
寺

(花
押
)

極
樂
寺

(花
押
)

淨
念
寺

(花
押
)

福
田
寺

(花
押
)

專
念
寺

(花
押
)

光
傳
寺

(花
押
)

大
氣
寺

(花
押
)

一
四
四

釋
貞
安
、
字
退
魯
、
號
教
蓮
瓧
聖
譽
、
俗
姓
夲
氏
北
條
某
子
也
、

父
母
初
無
子
、
憂
所
鎌
倉
長
谷
寺
大
悲
像
、
後
母
夢
滿
月
入
室
、

而
有
孕
、天
驫

雛

八
告

亥
三
月
吉

誕
霜

州
黒
沼
郷
、

師
四
歳
母
亡
、
五
歳
父
死
戰
、
姨
母
養
之
、其
性

敏
悟
英
邁
、夙

有
出
塵
志
、
竟
十

一
歳
投
州
之
小
田
原
大
蓮
寺
堯
譽
上
人
祀
髪
、

堯
譽
移
住
總
之
弘
經
寺
、
師
隨
侍
者
三
年
、
而
堯
譽
寂
、
堯
譽

附
法
於
見
譽
上
人
、
師
又
隨
學
蓮
宗
法
門
及
諸
家
群
籍
、
夙
夜

孳
々
不
怠
、
見
譽
早
識
師
之
不
凡
、
授
圓
頓
菩
薩
大
戒
、
傳

一

宗
秘
醺
也
、
師
三
十
五
歳
爲
壽
龜
山
首
座
、
日
講
群
經
、
教
化

闔
衆
、
千
里
望
風
、
四
來
之
徒
毎
以
百
箋
焉
、
天
正
年
間

正

親
町
天
皇
賜
上
人
號
、
而
住
能
州
西
光
寺
、
遇
穴
水
城
主
長
之

亂
、
避
到
江
州
、
幕
府
李
公
信
長
聞
師
之
智
行
拔
萃
、
崇
信
特

厚
、
使
師
江
州
蒲
生
郡
中
村
邑
創
建

一
精
舍
、
號
西
光
寺
、
同

七
年
己
卯
五
月
膺
公
命
、
安
土
淨
嚴
院
與
日
蓮
義
僣
徒
對
論
、

智
辨
如
湧
、
無
能
敵
驫

顰

同
士

年
師
辭
西
光
寺
、
.寓
止

洛
淨
教
寺
、
四
輩
趣
化
如
商
歸
市
也
、
京
兆
尹
村
井
春
長
特
尊

信
、
稱
小
釋
迦
、
徳
香
達

天
聽
、
同
十
三
年
奉

詔
入
宮
、



講
選
擇
集
、
宣
揚
往
生
淨
土
法
門
、

帝
褒
賞
膾
櫓
伽
梨
大
衣

姶
灘

、
同
+
四
年
丙
戌
八
月
合

夜
奉

勅
、
上
紫
震
諡
法
、

習

賜

前
儲
王
鰻

親
書
阿
讙

經
以
講
、
又
賜
白
磴

子
、

叡
信
如
此
、
同
+
葦

賜
御
池
之
地

羅

驍

斃

譱

二
爨

、

蛹
醗

營
繕

舍
、
獎

雲
院
鞭

鷄

鷸

鮃
羈

遡

驢

舶

藩

驀

又
蒔

關
白
豐
臣
公
詣
大
雲
院
、
聞
師
講
往
生
禮

讃
、
信
芽
忽
生
、
歸
心
最
深
、
仍
觀
地
狹
少
、
寄
四
條
京
極
之

地
、
以
令
移
寺
也
、
經
營
倍
前
結
構
、
是
同
十
八
年
庚
寅
六
月

十
八
日
也
、
同
年
七
月
既
望

後
陽
成
帝
賜

勅
願
所
綸
旨
、

同

十
九
年
辛
卯
二
月

二
日

帝
親
書
大
雲
院
三
字
、
以
爲
佛
殿

之
額
、
師
營
」
宇
、
安
釋
迦
像
及
五
百
羅
漢
像
、
苺
歳
修
涅
槃

會
藩

、
又
慶
長
年
間
嶋
碆

馬
頭
以
久
驩

、
數
々
詣
師
説

法
席
、
稱
生
信
根
、
而
獪
有
未
決
者
、
密
謁
師
口
授
心
傳
、
疑

氷
忽
解
、
蓮
委

心
起
行
決
定
成
就
、
竟
拜
師
剃
髪

蠶
覊

f

韜

醐
繋

・葬
謂
師
日
、
余
子
葉

爲
鐃

織

、
外
護
師

遺
法
矣
、
師
晩
年
知
恩
寺
闔
衆
頻
請
、
亦
筑
後
善
導
寺
衆
僭
數

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

々
請
、
而
固
辭
不
肯
、
元
和
元
年
乙
卯
五
月
十
六
日
到
二
條
城
、

拜
謁

東
照
神
君
、
恩
遇
殊
厚
、
同
年
五
月

二
十
七
日
附
寺
於

令
嗣
貞
轟

、
驍

之
東
南
蠶

、
師
生
涯
創
籍

舍
靠

一
、

佐
渡
大
安
寺
軽

鸚

、
伏
見
鷺

寺
募

麟
慰

皆
師
斎

開

也
、
同
年
七
月
羅
恙
、
夙
識
病
不
可
救
6
精

修
越
李
日
、
同
十

七
日
沐
浴
、
著
僣
伽
梨
、
告
衆
日
、
我
今
日
餘
報
已
盡
、
還
本

家
、
既
而
安
彌
陀
像
於
床
頭
、
端
坐
合
掌
、
稱
佛
號
數
百
聲
、

安
然
而
化
、
春
秋
七
十
七
、
葬
佛
殿
東
南
羅
漢
堂
後
、
當
時
瑞

雲
覆
林
、
天
華
墜
寵
、
又
有

一
段
光
明
、
飛
入
瑞
雲
裏
、
群
參

緇
素
莫
不
隨
喜
者
矣
、

〔
一二

〕

貞
安
上
人
謁
像
賛

原
夫
、
我
高
租
教
蓮
祉
貞
安
和
徇
、
字
退
魯
、
姓
夲
北
條
氏
、

初
父
母
所
天
得
娠
住
、
而
岐
嶷
拔
羣
、
四
歳

母
亡
、
明
年
父
死

戰
、
而
養
姨
母
、
十

一
歳
從
堯
譽
上
人
観
髪

受
戒
、
及
堯
譽
寂
、

事
見
譽
上
人
、
孳
孳
克
勤
、
盡
嗣
淨
家
之
正
脉
、
三
十
五
歳
道

義
鳴
世
、
聞
風
而
臻
者
甚
蕃
、

正
親
町
天
皇
賜
號
聖
譽
上
人
、

一
泗
五



天
正
申
信
長
公
營
構
精
舎
於
江
州
安
土
、
號
西
光
寺
、
延
師
住

持
、
時
日
蓮
新
宗
日
銑

・
日
雄
等
謗
讒
我
宗
、
強
聒
不
已
、
信

長
公
使
上
人
論
宗
義
、
鐵
叟
長
老

・
專
學
法
印

・
因
果
居
士
、

各

剣
映
之
、
淨
嚴
院
爲
法
戰
場
、
於
是
新
宗
之
徒
、
辭
窮
理
屈
、

顔

色
赧
然
、
信
長
公
印
日
來
臨
彼
院
、
褒
寵
上
人
、
以
所
指
揮

團

扇
及
朱
璽
、
爲
勝
彼
宗
之
印
證
、
斯
事
布
漢
天
下
、
五
尺
童

子
亦
稱
之
、
京
兆
尹
村
井
春
長
最
歸
依
、
謂
小
釋
迦
也
、
後
僣

正
天
凉
法
印
告
秀
吉
公
、
施
信
忠
卿
二
條
故
壘
地
、
經
營
寺
院
、

號
日
大
雲
院
、
天
正
中
奉

天
皇
詔
入
宮
、
談
淨
土
之
奥
義
、

天
皇
賜
僣
伽
梨
大
衣

・
儲
皇
御
書
阿
彌
陀
經
、
毎
毎
有
詔
被
召

敷
回
焉
、
秀
次
公
臨
大
雲
問
法
義
、
賜
間
曠
地
於
第
四
條
、
殿

堂
門
廡
不
日
玉
成
、
十
八
年
後
陽
成
天
皇
降
勅
願
所
綸
旨
豐
大

雲
院
額
、
慶
長
中
増
造

一
宇
、
安
置
金
容
釋
迦
五
百
羅
漢
、
行

涅
槃
會
、
元
和
元
年
初
秋
罹
衰
疾
、
十
七
日
齋
戒
沐
浴
、
衣
服

端
整
、
安
彌
陀
尊
像
於
牀
頭
、
口
稱
佛
號
不
己
、
泊
然
而
仙
、

春
秋
七
十
七
、
臘
六
十
三
、
乃
葬
釋
迦
堂
後
、
墳
西
有
榎
樹
、

瑞
雲
覆
其
上
雨
天
華
、
又
有
光
暉
發
越
、
如
日
飛
入
瑞
雲
中
、

一
四
六

會
葬
者
肅
然
改
容
矣
、
愚
心
比
丘
等
信
仰
鏤
骨
、
因
造
二
十
五

菩
薩
來
迎
儼
粧
及
上
人
省
像
、
建
堂
以
安
焉
、
高
祀
已
傳
之
貞

傳
、
貞
傳
傳
之
惠
宗
、
惠
宗
傳
之
道
寸
、
道
寸
傳
之
傳
譽
、
次

至
予
、
新
謄
眞
影
、
繋
以
讃
言
、

大
建
法
幟

挺
乎
梵
林

租
風
斯
瓰

魔
軍
斯
筬

揮
玉
鏖
尾

噴
海
潮
音

道
徳
所
被

虎
嘯
龍
吟

大
雲
院
第
六
世
嗣
法
沙
門
高
譽
聖
傳
謹
誌

〔
二
二
〕

貞
安
上
人
略
傳
記

大
雲
院
開
師
畧
記

釋
貞
安
、
當
寺
開
基
、
號
教
蓮
瓧
退
魯
、
姓
丞
-民
、
相
州
三
浦

人
也
、
安
四
歳
之
時
母
亡
、
五
歳
離
父
、
依
之
猷
世
塵
志
深
、

七
歳
時
如
小
田
原
、
師
事
大
蓮
寺
堯
譽
上
人
文
宗
、
十

一
出
家

受
戒
、
文
宗
俗
之
叔
父
也
、
其
后
文
宗
移
飯
沼
弘
經
寺
爲
六
世
、

安
亦
行
、
十
四
歳
就
學
、
性
聰
敏
超
軼
也
、
文
宗
寂
後
、
隨
同

寺
見
譽
上
人
善
視
、
禀
淨
土
深
奥
矣
、
元
龜

三
年
初
秋
五
日
、



正
親
町
院
勅
賜
聖
譽
夫

號
蘊

懿

鶲

歪

七
年
夏
五

月

二
十
七
日
、
於
江
州
安
土
淨
嚴
院
、
安
與
日
蓮
義
之
徒
宗
論
、

安
印
坐
得
勝
利
焉
、
干
時
丞
-信
長
公
持
軍
團
扇
、
乗
駿
馬
出
御

淨
嚴
院
、
召
安
、
汝
天
下
無
雙
之
高
僣
、
今
所
持
軍
團
扇
讓
與

汝
、
仰
云
、
夫
團
扇
者
非
取
李
人
手
、
武
家
靜
國
家
之
亂
治
世
、

佛
家
退
邪
魔
之
障
、
挑

一
宗
法
燈
、
僣
可
持
之
、
手
賜
安
於
軍

團
麌

霾

難

・
同
日
京
都
日
嚢

+
六
箇
寺
及
身
延
山
日

雄
等
、
書
轟

起
請
文
、
上
三
奉
行
姫
畿

鷯

榊
輪

同
二
+

八
日
、
信
長
公
亦
賜
勝
證
朱
印
及
日
蓮
義
秘
書
法
器
焉
、
其
後

亦
安
住
安
土
西
光
寺
之
時
、
弘
法
大
師
所
書
、
賜
虚
空
藏
大
黒

天
板
像
也

鸛
鍵

罌

娼
・
正
欝

院
嬖

之
道
爆
目、
詔
入

宮
、
問
淨
土
宗
義
、
講
選
擇
集
、
上
爲
法
施
、
賜
九
條
袈
裟
、

至
今
住
持
相
傳
着
之
、
自
是
入
震
裏
、
読
法
數
箇
度
也
、
同
御

宇
天
正
十
四
年
仲
秋
八
日
夜
、
召
安
入
禁
闕
、
演
説
念
佛
秘
奥
、

翌

日
便
春
宮
書
之
阿
彌
陀
經

一
卷

・
白
楮
十
帖

.
純
子
卷
物
五

賜
施
矣
、
天
正
十
八
年
秋
七
月
十
六
日
、
後
陽
成
院
爲
寺
於
勅

願
驫

購

齧

塒

同
禦

+
九
年
春
二
月
言

、
染
羇

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

賜
大
雲
院
額
并
六
字
名
號
也
矣
、

次
歳
春
二
月
、

依
秀
吉
公

尊
命
、
民
部
卿
法
印
鷂

賦

賜
五
箇
條
禁
斷
之
制
札
也
、
寛

永
+
八
年
夏
六
月
吉

、
後
光
明
院
骭
鶴
・
潜
幸
大
雲
院
、

御
覽
祗
園
會
、
召
往
持
傳
譽
上
人
、
傳
譽
塵

末
座
同
見
物
、
當

日
爲
潜
幸
祝
儀
、
純
子
卷
物
五
賜
恩
矣
、
依
當
寺
始
祀
之
例
、

毎
年
參
内
、
修
立
春
賀
、
具
載
本
傳
矣
、

龍
池
山
貞
安
寺
大
雲
院
、
四
足
門
、

鎭
守
辨
才
天

惣
見
院
殿
大
相
國

一
位
泰
巖
大
居
士
、
天
正
十
年
六
月
二
日
、

大
雲
院
殿
三
品
羽
林
仙
巖
大
居
士
、
天
正
+
年
六
月
二
日
、

廟
塔
碑

開
山
教
蘿

貞
安
退
魯
和
壟

譽
上
人
、
賄

饕

觜

瓏

二
世
堯
蘿

貞
傳
智

警

上
人
、
鞴

譱

携

甦

三
婁

蘿

惠
宗
嚮

信
譽
上
人
、
騾

葦

五
月
甚

四
世
玄
蘿

導

奮

霽

上
人
、
憤
黒

馮

月

第
五
世
照
蓮
祗
安

徹
傳
與

(花
押
)

一
四
七



春
長
寺

文
書

〔
一
〕

京
都
所
司
代
村
井

貞
勝
奉
書
爵○
折
ゑ

京
極
通
三
條
角
、
春
長
寺
敷
地
指
圖
之
事
、
任
御
下
知
之
旨
、

不
可
有
相
違
候
、
恐
々
謹
言
、

村
井
長
門
守

三
月
十

一
日

貞
勝

(花
押
)

春
長
寺

壽
林
房本

覚
寺

文
書

〔
一
〕

玉
翁
上
人
書
像
賛

騰

蓮
瓧
玉
翕
上
人
、
乃
越
之
後
弱
上
杉
之
華
族
也
、
少
而
離
俗
、

爲
淨
屠
氏
、
初
染
指
於
少
林
單
傳
宗
、
數
歳
赴
關
東
、
爲
武
州

一
蓮
肚
之
徒
、
學
得
般
舟
三
昧
、
大
有
傳
法
之
名
也
、
中
年
西

遊

皇
都
、
多
覗
廢
佛
寺
、
慨
歎
之
餘
、
乗
大
願
輪
、
發
再

一
四
八

興
之
志
、
城
東
眞
如
堂

・
六
波
羅
蜜
寺

・
京

西
釋
迦
堂

・
石
山

觀
音
堂
、
城
中
城
外
泊
諸
州
、
廢
寺
數
修
焉
、
到
處
先
読
淨
土

教
、
以
化
其
俗
、
法
音
雷
震
、
智
辨
蘭
飜
、
堂
上
堂
下
、
緇
白

靡
然
向
風
、
相
傳
名
喧
華
夷
、
以
故
良
材
無
脛
而
來
、
淨
財
不

翼
而
到
、
必
不
日
而
畢
功
、
昨
日
朱
甍
墜
地
、
今
日
書
棟
飛
雲
、

不
意
茨
棘
瓦
礫
場
變
作
黄
金
地
矣
、
鳥
乎
佛
土
莊
嚴
其
劫
如
在

是
時
、
是
則

師
多
生
幅
慧
所
成
乎
、
文
鑞
辛
酉
年
細
川
右
京

兆
政
元
聞

師
有
智
徳
、
請
之
與
日
蓮
宗
、
商
量
其
宗
所
立
之

法
、
問
答
往
返
議
論
紛
然
、
但

師
機
鋒
之

尖
果
然
折
之
、
座

上
客
模
下
賓
、
皆
嘆

師
之
雄
辯
矣
、

一
日

朝
廷
賜

宸
翰
彌
陀
經
井
團
譽
上
人
之
勅
號
、
僉
日
高
祀
源
空
已
來
未
有

如
此
之
寵
榮
也
、

師
又
詣
伊
勢
神
席
、
夢
老
翁
以
神
告
惠
寳

鏡
二
枚
明
、日
瓧
人
携
鏡
來
與

師

、其
餘
嘉
瑞
靈
驗
不
遑
枚
擧

之
、

師
李
日
信
地
藏
願
王
、

師
將
絡
之
前
七
日
、
現
其
形

示
之
、
永
正
十
七
年
臘
月
二
十
有
七
日
染
疾
、
明
年
正
月
十
六

夜
、
見
彌
陀

・
觀
自
在

・
大
勢
至
三
像
現
于
室
中
、
十
七
日
遲

明
端
坐
示
寂
、
年
六
十
有

二
、
滅
後
三
日
、
神
色
不
變
、
都
人



聚
観
、
且
駭
且
悲
、
皆
嘆
其
異
靈
矣
、
高
弟
三
人
、
日
勢
運
、

日
良
印
、
日
守
慶
、
々
今
命
工
繪

師
像
、
就
予
請
讃
、
峻
拒

不
允
、
亂
道
應
命
、
仍
系
以

一
偈
云
、

化
縁
已
盡
脱
塵
寰
、
徇
伏
丹
青
寫
道
顔
、
莫
謂

師
今
講
經
畢
(

連
聲
水
鳥
樹
林
間
、

大
永

二
年
歳
舍
壬
午
孟
秋

日

前
南
禪
雪
嶺
叟
永
瑾
焚
香
讃

〔
二
〕

豊
臣
秀
吉
朱
印
状
寫

城
州
深
草
内
參
拾
壹
石
之
事
、
宛
行
之
訖
、
領
知
可
專
寺
役
事
、

專

一
候
也
、

天
正
十
三

十

一
月
廿

一
日

御
朱
印

五
條本
覺
寺

〔
三
〕

徳
川
秀
忠
黒
印
状
寫

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

山
城
國
深
草
内
參
拾
壹
石
之
事
、
全
可
寺
納
者
也
、
仍
如
件
、

元
和
元
年
七
月
廿
七
日

御
黒
印

五
條本
覺
寺

〔
四
〕

如
法
佛
略
縁
起

如
法
佛
略
縁
起

(快

慶
)

此
如
法
佛
は
安
阿
ミ
の
作
な
り
、
そ
も
く

く
お
い
け
ひ
安
阿

(應

護
)

ミ
陀

佛

ハ
、

母

の
た

い
な

ひ

に
あ

る

と

き

は
諸

天

の

お
う

こ

を

か
う

む

り

、

む

ま

る

丶
と
き

は

い

ゑ

の

ほ

と

り

の
松

藤

花

に

ふ

(幡
)

し

き

な

る

は
た

天

よ
り

ふ

り

か

丶
り
、

七
歳

の

と
き

に
上

求

下

化

の

こ

こ
ろ

さ

し
を

お

こ

し
、

つ
ね

に
土

佛

木

像

を

り
く

り

あ

そ

ひ

、

さ

ら

に
外

の
た

わ

む
れ

な

く

、

十

九

歳

に

な

り
な

を

自

(霹

容
)

(相

他

成

佛

を

ね

か

ひ

、

ミ
た

の
そ

ん
よ

う

を

つ
く

る

に
、

御

そ
う

好

微

妙
)

こ

う

み

め
う

な

り

、

此

ゆ

へ
に
す

な

ハ
ち

自

他

成

佛

の
た

め

に
、

(誓

願
)

如

法

佛

を

つ
く

り

た

て
ま

つ
ら

ん
と

、

ふ

か

く

せ

い
く

わ

ん
を

θ

(真

言
)

お

こ

し

て
、

き

よ

き

山

は

た

を

も

と

め
、

し

ん

こ

ん

の
た

つ
と

(
正
)

(加
持
)

き
僭

し

や

う

を

た

の
ミ

、

は

た

け

を

い

の
り

か

ち

し

、

う

る

し

一
四
九



の
木

を

四

十

八

本

う

ゑ

、

ま

ひ
日

一
本

つ

丶
に

む

か

ひ
、

四

十

八

と
の
鉾

聴
ひ
を
な
し
・
四
+
八
遍
念
佛
耋

な

へ
け
れ
は
、

天

人

雲

の
う

ゑ

に
ら

い
け

ん
ま

し
ま

す

、

ま

た
き

よ
き

地

を

も

と

掛
、

十

五

い

せ

ん

に

し

て
四

重

の
さ

い

し
や

う

な

き
童

孑

を

あ

つ
め

た

の

ミ
、

同

お

ん

に
念

佛

を

と

な

へ
さ

せ
、

は

た

け
を

な

ら

し
、

あ

さ

た

ね

を

ま
く

と

き
、

こ

つ
せ

ん

と

し

て

十
方

の

　　

　
　

如

來

ら

い
け

ん

ま

し

ま

す
、

安

阿

ミ
陀

佛

き

ま

う

の
迷

雲

を

は

ら

し

、
誠

實

の
玉
躰

と

あ

き

ら

む

る

も

の
な

り

、

ま

た

十

五

い

せ

ん

に

し

て

ま

う

ね

ん

あ

く

心

な

き

童

女

を

た

の
ミ

あ

つ
め

、

騙

つ
磽
蝕

つ蠻

い
に
し
て
・
い
と
を
つ
く
り
は
た
を
お
ら
せ
、

ま

　

　
　

　　

ぬ
の
を
つ
く
り
、
淨
行
持
律

の
ひ
く
に
し
ゆ
を
ま
ね
き
よ
せ
、

如
法
如
読

に
御
け
さ
ご
ろ
も
に
た
ち
、
ぬ
わ
し
む
る
な
り
、

然
か
あ
つ
て
土
御
門
の
御
宇
、
元
久
元
年
四
月
八
日
よ
り
清
淨

　ホ

　
　

の
道

場

を

か

ま

へ
、

た

ひ

こ
と

に
も

く

よ

く

し
、

淨

衣

を

着

て
、

如

法

佛

像

を

う

る

し

は
り

に

つ
く

り

は

し

め

た

て
ま

つ
る
也

、

　
　

　
　

御

ほ
ね
に
十
二
の
大
こ
2
二
百
六
十
の
小
こ
つ
あ
り
、
は
つ
こ

つ
に
驚

う
し
・
し
ろ
か
ね
耄

つ
て
、
て
つ
か
ら
こ
れ
を
つ

一
五
〇

く

る

也
、

五
臓

に

は

五

色

の

い
と

を
手

つ
か

ら

つ
く

り

、
天

王
寺

の
は

す

の

い

と

を

ま

せ

、

一
筋

に

念

佛

一
へ
ん

つ

丶
と

な

へ
、

五

色

の

ふ

く

ろ

に

し

て

、

そ

の
御

か

た

ち

を

ひ

や

う

す

な

り

、(起

請
)

御

ふ

く
申

あ

き

ら

か

な

ら

さ

る

ゆ

へ
に

、

三

ほ

う

に

き

せ

ひ

し

た

て

ま

つ
れ

は
、

夢

申

に

あ

ミ

た
佛

を

お

か

ミ

た

て
ま

つ
り

、

ま

た

夢
中

の
御

つ
け

を

ね

か

う

と

こ

ろ

に

、

阿

し

ゆ

く

佛

ら

い

け

ん

し

て

つ
け
結

ふ

、

汝

か

つ
く

る
本

そ

ん

は

眞

化

一
同

の
阿

(
淺

深
)

ミ
た
如
來
な
り
、
見
聞
隨
喜
の
男
女
は

つ
ミ
の
あ
さ
き
ふ
か
き

を
い
わ
す
、
み
な
決
定
成
佛
す

へ
し
、
阿
ミ
た
如
來
の
腹
臓
に

號
)

(
開

　
　

は
、
淨
土
三
部
經

・
彌
陀
の
ほ
う
か
う
百
萬
遍

・
ほ
け
經
か
い

　
　
け
つ

一
部

・
尊
勝
陀
羅
尼

・
寳
篋
印
陀
羅
尼

・
千
手
陀
羅
尼
お

の
く

七
遍

・
兩
部
大
日
の
眞
言
等
を
ミ
な
如
法
書
寫
に
し
て

入

お

さ

め

へ
し
、

と
お

し

へ
給

ふ

な

り
、

御

筋

に
も

五

色

の

い

と
を

も

つ
て
、

大

小

の
御

ほ

ね

に

か
ら

ミ

た

て

ま

つ
る

な

り
、

御

は

の
か
す

ハ
四

十

ま

い
あ

り
、

み

な
す

い
し

や
う

に

て

う

ゑ



(螺

髪
)

た

て
ま

つ

る
、

萬

年

蔓

を

御

舌

に

ぬ
る

也

、

御

ら

ほ

つ

ハ
く

ろ

か

ね

の
は

り

か

ね

な

り

、
御

か

ミ

の
ね

に

は

天

王

寺

の
は

す

の

い
と

を

ま

き

く

ハ

へ
る

な

り

、

(細

美

布
)

さ

い

ミ

ぬ

の
に

う

る

し

を

あ

ハ
せ

は

り

た

て

ま

つ
る

事

十

六

重

な

り

、
佛

身

の

か

わ

十

六
重

の
事

は
菩

提

心
論

に

あ

り
、

壹

尺(禮

は

り

お

わ

り

て

ハ
、

四

十

八

と

の
ら

い

は

ひ
を

な
す

、

そ

の
ら

夊
)

い
も
ん
に
い
わ
く
、
南
無
西
方
極
樂
世
界
四
十
八
願
莊
嚴
淨
土

光
明
名
號
最
勝
利
盆
大
慈
大
悲
阿
彌
陀
佛
願
共
諸
衆
生
往
生
安

樂
國
と
い
へ
り
、
ま
い
日

一
一
か
く
の
こ
と
く
四
十
八
と
の
ら

い
は
ひ
を
な
す
な
り
、

右

そ
う
し
て
如
法
佛
彫
刻

の
事
、

一
刀

一
禮
し
て
、
ら
い
も
ん

(數
遍
)

を
す

へ
ん
と
な

へ
、
元
久
元
年
よ
り
後
深
草

の
院

の
御
宇
、
建

(造

立

供

長

五
年

七
月

十

五

日

ま

て
、

五
十

年

を

へ
て
、

さ

う

り

ふ
く

よ

養

成

就
)

う

し
や

う

し
ゆ

し
、

道

如

ほ

つ
し

の
事

を

お

も

ひ
、

わ
れ

か
く

(衆

生

濟

度
)

(悲

願
)

の

こ
と

く

し
ゆ

し

や

う

さ

い
と

の
た

め

に
、

ひ

く

わ

ん
を

お

こ

し

、

つ
く

り

た

て
ま

つ
る

に
、

な

ん
ぞ

き

と

く

の
御

つ
け

な

き

や

と

、

う

ら

み

た

て
ま

る

と

こ
ろ

に
、

す

な

わ

ち

つ
け

て

の
た

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

ま
わ
く
.
滄
除

一
稱

一
禮
衆
生
三
毒
滅
盡

一
念
十
念
男
女
諸
罪

往
生
淨
土
何
况
於
多
念
稱
名
乎
と
の
た
ま
ひ
、
そ
の
し
る
し
に

ひ
た
り
の
あ
し
を
あ
け
、
ま

つ
せ
の
う
た
か
ひ
を
は
ら
す
と
の

た
ま
ひ
て
、
た
ち
ま
ち
に
御
足
あ
か
り
け
れ

は
、
安
阿
ミ
陀
佛

よ
ろ
こ
ひ
の
涙
を
な
か
し
、
わ
れ
如
法
佛
の
け
い
こ
に
、
ミ
た

の
そ
ん
形
を
つ
く
る
事
、
大
小
二
千
佛
な
り
、
い
ま
せ
い
く
わ

ん
の
の
ぞ
ミ
か
な
ふ
も
の
な
り
と
て
、
大
に
よ
ろ
こ
ひ
、
す
な

わ
ち
ら
い
も
ん
に
い
わ
く
、
彌
陀
如
法
三
尺
像
造
立
供
琅
五
十

年
見
聞
隨
喜
諸
衆
生
必
得
往
生
安
樂
國
と
い

へ
り
、
な
を
く
わ

し
く

ハ
廣
縁
起
に
あ
る
も
の
な
り
、

〔
五
)

本
覺
寺
縁
起

往
時
鳥
丸
の
高
辻
に
方
壹
町
の
境
内
あ
り
、
寺
領
も
あ
ま
た
在

し

ハ
、
八
幡
太
郎
義
家
公
御
母
堂
の
た
め
、
か
つ
ハ
源
家
永
昌

を
い
の
ら
ん
と
、
禪
尼

の
舊
殿
を
以
て
御
創
建
ま
し
ま
せ
し
に
、

い
か
な
る
こ
と
に
や
、
し
た
ひ
に
破
壊
に
お
よ
ひ
け
り
、
し
か

る
を
玉
翁
和
徇
と
い
え
る
知
識

の
都
に
の
ほ
り
て
、
深
く
歎
き

一
五
一



給
ひ
再
建
し
給
ふ
と
也
、
そ
の
こ
ろ
知
行
兼
備
な
る
こ
と
を
細

川
右
京
兆
政
元
侯
の
聞
給
ひ
、
文
龜
辛
酉
の
と
し
、
日
蓮
宗

の

所

立
の
法
を
問
答
し
、
商
量
の
雄
辨
な
る
を
讃
歎
ま
し
ま
し
て
、

朝
帝
の
叡
聞
に
達
し
、
信
仰
の
あ
ま
り
、

宸
翰
の
阿
彌
陀
經

一
軸
を
賜
り
、
別
に
上
人
の
號
な
ら
ひ
に
紫
衣

・
綴
の
錦

の
袈

(
乍一殖
)

裟
地
を
給
ふ
、
そ
の
き
は
み

寳
所
延
長
天
下
安
全
の
御
所
願

い
た
す

へ
き
よ
し
、

勅
命
を
か
ふ
む
り
し
ゆ

へ
に
、毎
日
の
御

所
願
な
ら
ひ
に
正
五
九
月
十
五
日
の
晨
朝
に
ハ
、
大
衆
あ
つ
ま

(
誦
)

り
て
護
念
經
を
つ
し
、
丹
誠
を
ぬ
き
ん
し
て
所
る
こ
と
、
此
寺

の
定
規
と

ハ
な
り
ぬ
、
ま
た
開
山
玉
翁
和
尚
、
伊
勢
兩
宮
に
ぬ

か

つ
き
給
ふ
と
き
に
、
夢
中

に
ひ
と
つ
の
鏡
を
賜
り
、
大
永
元

年

の
冬
に
す
こ
し
の
や
ま
ひ
に
て
、
お
な
し
く
二
年
正
月
十
七

日

に
遯
化
し
給
ふ
、
そ
の
外
あ
ま
た
の
奇
瑞
を
南
禪
寺
の
雪
嶺

和
徇
の
讃
文
に
委
し
く
、
こ
の
こ
と
を
御
弟
子
の
騰
譽
上
人

へ

附
屬
し
、
第
五
世
金
譽
上
人
の
代
、
天
正
十
九
年

秀
吉
公
の

命

に
よ
り
て
、
融
大
臣
河
原
院

の
舊
跡
、
今

の
地
に
當
寺
を
移

し
、
本
尊
如
法
佛
の
靈
像

ハ
高
辻
の
本
覺
禪
尼
の
舊
跡
、
此
地

一
五
ニ

ハ
源
融
公
の
舊
跡
な
り
、
こ
の
ふ
た
つ
の
由
緒
を
も
て
、
禪
尼

・大
臣
の
影
像
を
本
憩
と
あ
ひ
殿
に
仰
付
ら
れ
、申
繦
い
た
せ
し

御
朱
印

ハ
高
辻
に
有
し
う
ち
、
天
正
十
三
年
十

一
月
廿
七
日
、

城
州
深
草
の
う
ち
に
て
三
十

一
石
を
下
し
お
か
れ
、
金
譽
上
人

ハ

秀
吉
公
の
深
く
御
歸
依
し
給
ふ
に
よ
り
て
、
末
代

の
住
持

衆
僭
に
至
る
ま
て
、
禪
尼

の
御
回
願
、
源
家

の
御
所
願
、
日
々

禮
讃
護
念
經
懈
怠
な
く
執
行
し
、
朝
恩
國
恩

を
忘
る

丶
こ
と
な

き
よ
し
を
、
古
老
の
傳
説

に
ま
か
せ
得
譽
筆

記
す
、

年
々
公
儀
御
改
は
中
興
之
御
巡
見
也
、
則
昔
時
の
御
改
の

事
、
是
等
之
由
緒
を
以
、
御
當
家
御
代

々
御
朱
印
頂
戴
、

尤
右
之
記
録
之
う
ち
撮
要
し
て
、
今
筆
記
し
畢
、
是
亦
撮

畧
の
寫
也
、

　
　
　

安
阿
彌
者
運
慶
の
門
に
入
、
元
百
濟
國
の
人
と
あ
り
、
海
慶

と
號
す
と
見
た
り
、



長
香
寺
文
書

〔
一
〕

後
藤
庄
三
郎
光
次
書
状

尚
々
、
御
寺
屋
敷
之
地
子
、
御
赦
冤
被
成
候

て
、
於
我
等

二
滿
足
二
存
候
、
今
少
屋
敷
を
ひ
ろ
け
候

て
可
被
遣
之
由
、

　　
ヰ
　
　　
　　
　
ぬ
　

伊
賀
殿
被
仰
候
間
、
其
通
御
頼
可
有
候
、
獪
中
大
和
罷
登

候
刻
、
獪
御
頼
可
有
候
、

一
書
申
上
候
、
然

ハ
其
許
御
屋
敷
之
儀
、
御
前

へ
申
上
候

ヘ
ハ
、

　
　
　　
ね　
な
ハ　
な
り　
ご

則
地
子
御
赦
被
成
候
由
、
板
伊
賀
守
殿
へ
被
爲
仰
付
候
間
、
伊

賀
殿
御
上
洛
次
第

二
御
禮

二
御
出
可
被
成
候
、
獪
爰
元
御
用
ノ

儀
御

坐
候
者
、
可
被
仰
付
候
、
恐
惶
謹
言
、

(慶
旻
十
三
年
)

(後
藤
)

申

後
庄
三
郎
光
次

(花
押
)

六
月
十
九
日

(稱
阿
)
正
和
樣人
々
御
申

〔
二
〕

中
井
大
和
守
正
清
書
状
酌
折
糸

筒
々
爰
元
何
事
無
御
座
候
問
、
御
心
易
可
被
思
食
候
、
以

上
、

度
々
尊
書
慥

二
相
屆
申
候
、
仍
貴
樣
御
屋
敷
之
儀
、
則

御
所

様
申
上
、
年
貢
之
儀
無
御
座
樣

二
相
究
申
候
問
、
是
又
御
心
易

可
被
思
食
候
、

御
所
様

へ
我
等
内
證

二
而
具

二
申
上
、
其
迄

板
倉
伊
賀
守
殿
、
後
藤
庄
三
さ
ま
も
情

二
入
申
候
樣

二
肝
を
爲

煎
申
候
、
御
次
而
御
座
候
者
、
可
爲
御
滿
足
御
文
御
遣
可
被
成

候
、
委
細
軈
而
罷
上
、
板
倉
伊
賀
殿
と
御
談
合
申
、
末
代
之
儀

二
御
座
候
問
、
可
然
樣

二
相
究
可
申
候
間
、
御
年
貢
御
計
候
事
、

御
無
用

二
御
座
候
、
委
細

ハ
東
山
莫
傳
口
上

二
可
被
申
上
候
、

恐
惶
頓
首
、

中
井
大
和
守

(慶
長
十
三
年
)

申

正

(花
押
)

林
鐘
十
九
日

稱
阿
樣
尊
報

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

一
五
三



〔
三
〕

長
香
寺
稱
阿
請
文

長
香
寺
屋
敷
之
事

板
倉
伊
賀
守
殿
、
中
井
大
和
守
殿
、
後
藤
庄
三
郎
殿
以
御
肝
煎

大
御
所
樣
よ
り
慶
長
士
嚢

轄
六
月
+
吾

鑑

子
御
赦
冤
被

成
候
、
大
和
守
殿
以
御
肝
煎
、
慶
長
十
四
酉
年
五
月
七
日
二
屋

敷
之
儀
、
無
相
違
板
倉
伊
賀
守
樣
、
五
條
長
香
寺
之
住
持
へ
御

渡
被
成
候
、
東
西
五
十
貳
間
、
南
北
廿
九
間
、
此
地
子
九
石
貳

斗
五
升
四
合
六
夕
、
慥
御
冕
許
被
成
候
、
右
如
件
、

長
香
寺
住
持

慶
長
十
四
年
酉
五
月
廿
二
日

稱
阿

(花
押
)

恩
田
金
右
衛
門
尉
殿

〔
四
〕

申
井
大
和
守
正
清
書
状
⑳
折
糸

尚
々
爰
元
何
事
無
御
座
候
問
、御
心
安
可
被
思
食
候
、以
上
、

尊
書
具
拜
見
仕
候
、
仍
其
元
何
事
無
御
座
由
、
於
我
等
令
滿
足

候
、
然
者
今
度
者
能
御
次
而
御
座
候
而
、
御
屋
敷
之
儀
申
上
候

處
、
無
相
違
被
進
候
間
、
御
情
二
入
候
通
、
板
倉
伊
賀
殿
へ
も

一
五
四

　
こ
カ
　

御
禮
可
被
仰
候
、

御
口
ち
ゃ
樣
御
情

二
入
申
候
間
、
御
次
而

二
御
文
可
進
候
、
何
樣
軈
而
罷
登
、
可
得
御
意
候
間
、
御
報
不

能
盡
候
、
恐
惶
頓
首
、

申
井
大
和
守

六
月
廿
七
日

正

(花
押
)

稱
阿
樣
尊
報

〔
五
〕

中
井
大
和
守
正
清
書
状
蜘○
折
糸

以
上

御
屋
敷
之
儀
付
而
、
御
懇
比
之
尊
書
忝
奉
存
知
候
、
何
樣
軈
而

罷
登
、
樣
子
之
儀
可
得
御
意
候
間
、
其
迄

ハ
伊
賀
殿
御
前
御
究

被
成
間
敷
候
、
爰
元
御
家
中

二
何
事
無
御
座
候
間
、
御
氣
遣
被

成
間
敷
候
、
恐
惶
頓
首
、

中
井
大
和
守

七
月
十

一
日

正

(花
押
)

稱
阿
樣
尊
報



〔
六
〕

中
井
大
和
守
正
純
書
状
踟○
折
糸

爾
々
、
妙
林
樣

へ
能
々
か
う
く

に
あ
そ
は
し
候

へ
く
候
、

軈
助
左
衛
門

へ
も
傳
言
申
候
由
、
頼
入
候
、
以
上
、

御
歌
忝
存
候
、
其
表
替
義
無
之
、
御
無
夏
之
由
、
珍
重
存
候
、

此
方

別
条
無
之
候
、
先
度
之
比
、
御
煩
候
處
、
御
本
腹
之
由
、

目
出
度
存
候
、
自
江
戸
無
夏
罷
上
、
大
慶
存
事
候
、
少
隙
入
義

共
候

て
、
以
書
状
不
申
入
、
無
音
之
至
候
、
如
何
樣
與
風
罷
下
、

萬
々
面
上
可
申
承
候
、
恐
惶
謹
言
、

中
井
大
和
守

七
月
三
日

正

(花
押
)

口
口
樣御
報

〔
七
〕

墓
所
定
書

(端
裏
書
)

「長

か
う
寺
」

定
無
所
之
事

一
、

ふ
り
さ
け

三
升

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

一
、
板
こ
し

五
升

一
、
は
り
こ
し

壹
斗

一
、
か
ん

五
斗

一
、
六
月

一
日
掃
治
錢

三
升

一
、
ひ
や
あ
ら
か
き
ま
く
つ
な
壼
石

一
、
馬
あ
ら
は

五
斗

此
状
表
坂
方

へ
出
可
申
候
、

慶
長
十

一
年
拾
廿
七
日

長
香
寺

(花
押
)

え

坂
六
人
衆
ま
い
る

(
・
紙
面
全
體
に
反
古
の
證
と
し
て
×
印
を
付
す
)

〔
八
〕

坂
衆
六
人
連
署
請
文

定
無
所
之
事

一
、
ふ
り
さ
け

三
升

一
、
板
こ
し

五
升

一
、
は
り
こ
し

壹
斗

一
五
五



一
、

か

ん

五

斗

一
、

六
月

一
日

二
さ

う

し

せ

ん

三
升

一
、

ひ

や

あ
ら

か

き

ま
く

つ
な
壹

石

一
、

引

馬

あ

ら

は

五
斗

(違
乱
)

こ

の
状

の
を
も
て
い
覽
な
く
坂
方
へ
可
給
候
、
仍
状
如
件
、

慶
長
拾
壹
年
十
月
廿
七
日

わ
か
さ

(花
押
)

み
か
わ

(花
押
)

長
香
寺
樣

ふ
ん
こ

(花
押
)

ま
い
る

ち
く
こ

(花
押
)

か

丶

(花
押
)

か
わ
ち

(花
押
)

(裏
書
)

"

「
右
之
書
物
反
古
也

坂
六
人
之
内

越
後

(黒
印
)

同

日
向

(花
押
)
」

(
・
正
保
三
年
の
坂
衆
六
人
連
署
謌
文
と
同
じ
印
形
判
形
で
あ
る
)

一
五
六

〔
九
〕

坂
六
人
衆
連
署
請
文

定
墓
所
之
事

一
、
ふ
り
さ
け

壹
升

一
、
は
り
こ
し

三
升

一
、
玉
ノ
こ
し

壹
斗

坂
方

へ
可
給
候
、

慶
長
拾
五
年

三

河

(花
押
)

十
二
月
廿
九
日

豐

後

(黒
印
)

加

賀

(花
押
)

か
わ
ち

(黒
印
)

但

馬

(花
押
)

伊

賀

(花
押
)

五
條長
香
寺
樣
ま
い
る

(裏
書
)
「右
之
書
物
反
古
也

駄

坂
六
人
之
内

越
後

(黒
印
)



itt

日
向

(花

押
)

」

(
。
正
保

三
年

の
坂
衆
六
人
連
署
請
文
と
同
じ
印
形
判
形

で
あ

る
)

〔
一
〇
〕

坂
衆
六
人
連
署
請
文

定
墓
所
之
事

一
、
毎
年
六
月
朔
日

二
米
壹
升
、
坂
方

へ
請
取
可
申
候
、
若
天

下

一
同
之
徳
政
行
候
者
、
米
貳
升
請
取
申
候
、
此
外
如
何
樣

之

さ
う
れ
い
御
座
候
と
も
、
少
も
違
亂
申
間
敷
候
、
仍
而
永

代
之
状
如
件
、

正
保
參
年

丙
戌
十
二
月
十

一
日

越
後

(黒
印
)

日
向

(花
押
)

大
隅

(黒
印
)

攝
津

(花
押
)

豐
前

(花
押
)

封
馬

(花
押
)

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

長
香
寺
樣
參

(紙
繼
目
)

請
取
申
銀
子
之
事

合
銀
子
廿
五
匁
、
慥

二
請
取
申
候
、
爲
後

日
如
斯
候
、

正
保
三
年
極
月
十

一
日坂

六
人
之
内

越
後

(黒
印
)

同

日
向

(花
押
)

長
樣
寺
樣
ま
い
る

(包
紙
)

○
異
筆

「
元
碌
元
年
六
月

禮
騰

、
坂
六
人
者
爰

り
二
米
可
聖

申
時
、
此
手
形
見
せ
候

ヘ
ハ
、
こ
わ
か
り
に
け
行
、
詑
言

申

一
札
、
誠
譽
」

〔
一
一
)

長
香
寺
建
立
由
來
書
寫

(端
裏
付
箋
)

「中
井
主
水
正
書
付
本
紙

ノ
寫
し
」

一
、
東
照
宮
樣
仁
御
近
習
之
御
女
申
六
人
之
内

お
こ
ち
や
殿
と

一
五
七



申

御
方
、或
時

御
前

二
お
ゐ
て
被
申
上
候

ハ
、稱
阿
と
申
淨

土
宗
之
貴
僣
御
座
候
、
京
都
に

一
寺
建
立
仕
、
此
僣
を
住
持

に
仕
度
旨
被
申
上
候
、
其
篩
中
井
大
和
守
正
清
は

御
前

二

伺
公
仕
罷
在
候
處
、
印
正
清
江

上
意
之
趣
、
近
内
上
方
江
罷
登
、
板
倉
伊
賀
守
江
こ
ち
や
望
之

趣
爲
申
聞
、
可
然
寺
地
稱
阿
江
相
渡
シ
寺
建
立
可
致
樣
、
伊

賀
守
江
可
申
渡

御
旨
仰
也
、

上
意
之
趣
、
伊
賀
守
奉
畏
、
則
今
之
長
香
寺
之
寺
地
壹
町
四
方
、

稱
阿
和
術
拜
領
被
致
候
、
伊
賀
守
殿
寺
地
御
見
分
之
節
、
尤

大
和
守
も
罷
出
候
、
右
之
趣
、
大
和
守
駿
府
江
罷
歸
り

言

上
仕
候
、
お
こ
ち
ゃ
殿

御
前

二
お
ゐ
て
直

二
御
禮
被
申
上

候

、
其
後
大
和
守
上
京
仕
候
節
、
寺
地
其
儘

二
而
惣
巡
リ
ハ

葭

垣
也
、
大
和
守
稱
阿
和
尚
江
尋
申
候

ハ
、
何
ど
て
御
堂
建

立
無
之
哉
、
お
こ
ち
や
と
の
遠
行
故
、
堂
舍
建
立
之
料
無
之

旨
、
稱
阿
申
候
得
者
、

上
意

二
而
此
寺
地
拜
領
候
得
者
捨

　　
　

置

か
た
く
候
、某
身
不
正
二
候
得
共
、自
今
已
後
菩
提
所
と
相

定
、
寺
建
仕
、
孑
々
孫
々
參
詣
爲
致
可
申
、
我
等
子
孫
光
と

一
五
八

ひ
遠
國

二
而
致
死
去
候
共
、
遺
骸
此
寺
江
藏
可
申
之
旨
、
稱

阿
和
爾
江
令
契
約
候
、
依
之
長
香
寺
住
持
代
リ
之
度
毎
に
後

住
之
儀
、
本
寺
知
恩
院
江
大
和
守
代
々
願
申

事
、

長
香
寺
建
立
之
由
來
書
付
、
租
父
大
和
守
正
清
覺
書

之
内
、
書
付
置
候
趣
、
書
附
進
之
候
、
己
上
、

元
碌
十
四
年
辛
巳
八
月
廿
九
日

中
井
主
水
正
正
知
判

長
香
寺
玉
譽
大
和
尚

〔
一
二
〕

長
香
寺
由
緒
書
寫

(端
裏
付
箋
)

「後
藤
三
右
衛
門
書
物
本
紙

ノ
寫
し
」

慶
長
十
有
二
年
十
二
月
二
十
二
日

駿
府
城
災
、
胡
茶

局
死
事
、
謚

長
香
院
清
圓
大
姉
、

大
夫
人
憫
其
女
、
愛
爲
弄
見
、
常
在
旁
側
、
及
長
使
後
藤
氏
勝

右
衛
門
養
之
、
勝
右
衛
門
妻
姪
勝
吉
、
有

台
命
使
勝
吉
鑄
銀
、
勝
右
衛
門
生
勝
三
郎
光
次
、
復
使
光
次
鑄

金
、
務
吉
欲
建
佛
宇
供
養
清
圓
、
畤
光
次
在

江
府
、



使
之
請
焉
、
途
寺
成
矣
、
因
名
長
香
寺後
藤
三
右
衛
門

〔
一
三
〕

金
屋
了
園
由
緒
書
寫

高
倉
五
条

長
香
精
舎
建
立
之
夏

寫

'

金
屋
先
租
二
代
目
渡
邊
氏
了
圓

ハ
、
父
道
珍
續
遺
跡
、
住
攝
州

大
坂
、
如
父
翫
茶
夏
、

將
軍
家
康
公
於
茶
夏
請

セ
リ
、

古
田
織
部

・
小
堀
遠
江
茶
之
友

了

也
、
或
時

ミ公
御
意
ア
リ
、

此
度
京
都
大
佛
殿
建
立
ノ
普
請
職
、
了
圓

二
可

被

仰
付

御
意
承
リ
、
京
都

二
登
リ
、
角
倉
了
以
等
之
十
四

人

ノ
惣
棟
梁
タ
リ
、
其
爲
棟
梁
之
条
有
之
而
、
御
造
立
之
夏
絡

リ
テ
、

爲
御
褒
美
殘
木
了
圓

二
被
下
、
然

レ
圧
高
倉
通
五
条
上

,

ル
長
香
寺
堂
舍
建
立
爲
寄
附
、
中
井
大
和
ト
了
圓
申
合

セ
、
右

殘
木

ノ
内
ヲ
以
建
立
致
シ
可
遣
ト
ノ

遣
御
意
也
、
依
之
拜
領

之
殘
冰

ヲ
奇
進
シ
、大
和
ト
意
ヲ
合
セ
、御
堂
造
營
成
就

ス
、
長

京
畿
浄
土
宗
寺
続
遣
文

香
寺

ノ
堂
是
也
、
且
又
京
都
三
条
通
東
洞
院
東
江
入
菱
屋
町
南

側

二
、
拜
領

ノ
殘
木
ヲ
以
住
所
ヲ
造
リ
、
夫

ヨ
リ
京
都

二
住
ス
、

其
造
作
未
絡
、
大
坂
陳
出
來

セ
リ
、

京
都
騷
動

ニ
テ
諸
方
ノ
普

請
止
ミ
畢
ヌ
、
然
圧
了
圓
不
動
、
私
宅

二
不
鯖
シ
テ
畫
夜
造
作

ス
ル
、
其
牟

二

公
馬
仁
而
御
通
ア
リ
、
此
騷
動
ノ
節
何
者
ナ
レ
ハ
家
作
リ
致
シ
候

哉
ト
ノ

御
意
ア
リ
、

了
圓
進
ミ
出
テ
、

天
下
泰
夲
ノ
節
何
夏

ヵ
可
有
御
座
哉
、
拜
領

ノ
殘
木
ヲ
以
家
作
リ
仕
候
ト
申
上
ク
、

公
御
悦
喜
ア
リ
テ
、

馬
上
ヨ
リ
御
持
ノ
御
長
刀
下
坂
ノ
作
并

二
御

陳
羽
織
、
御
手
ヨ
リ
直

二
了
圓

二
被
下
、

靜

謐
之
節
下
向
可
致

ト
ノ

御
意
ア
リ
、
難
有
頂
戴
セ
リ
、
其
後
痛
所

ニ
テ
了
圓
病
身
ト
成
、

下
向
難
成
、
終

二
元
和
七
丁
酉
年
十

一
月
十
八
日
寂
、

元
和
七
年

墓
所

酉
十
二
月

長
香
寺

一
五
九



霊

巌

院

文

書

〔
一
〕

小
堀
政

一
書
状

徇
々
、
此
盆
之
内
、
御
意
に
入
候

ハ
・
、
御
と
め
可
成
、

不
入
御
意
候

ハ
・
、
返
し
可
被
下
候
、
ひ
し
の
盆
も
御

覽
被
成
度
候
ハ
・
、
取
よ
せ
御
め
に
か
け
可
申
候
、
己

上
、
㌧

先
日
は
尊
書
忝
奉
存
候
、
然
は
中
山
之
盆
相
尋
候
樣

二
と
被

仰
下
候
、
あ
か
き
盆
貳
枚
い
つ
れ
も
、
か
ら
物

二
て
御
座
候
、

こ
ろ
も
よ
く
御
座
候
、
此
内
御
意
に
入
候
を
可
被
成
御
取
候
、

一
、

一
休
諸
惡
ひ
と
く
た
り
も
の
進
し
入
候
、
正
筆

二
て
御
座

候
、
代
之
義
、
金
三
十
枚
可
仕
候
、
御
用
に
候

ハ
・
相
調
、

進
上
可
申
候
、
先
々
御
め
に
か
け
申
候
、
恐
々
謹
言
、

(小
堀
政
一
)

六
月

朔

日

(
花

押

)

〔
二
〕

松
夲
信
綱
書
歌

よ

し
野
紙
貳
押
給
候
、
思
召
之
段
忝
存
候
、
併
憾
心
之
至
、
却

一
六
〇

而
令
迷
惑
候
、
徇
追
而
可
申
入
候
、
恐
惶
謹
言
、

九
月
廿
四
日

信
綱

(花
押
)

(ウ
ハ書
)

「

松
夲
伊
豆
守

(切
封
)

幅
壽
院

信

綱
」

御
宿
所

〔
三
〕

小
堀
正
衣

・
大
久
保
長
安
連
署
書
状
寫

,

今
度
南
都
御
檢
地
之
上
、
當
寺
内
地
子
貳
石
六
斗
六
升
被
成
御

冤
許
訖
、
彌
勤
行
等
不
可
有
御
油
斷
候
、
以
上
、

慶
長
八
年

大
十
兵
衛

三
月
九
日

長
安
印

小
新
介
正
次
印

淨
土
宗靈
巖
院御
坊
中



〔
四
〕

善
稱
寺
舊
跡
寄
進
證
文

寺
號

二
付

一
札
之
事

和
渤
添
上
郡
和
邇
村
仁
善
稱
寺
と
申
寺
、
從
先
世
茂
傳
來
、
其

跡
有
之
候
事
實
正
也
、
舊
跡
迄
之
躰
を
奈
良
靈
巖
院
承
引
候
て

所
望
被
申
候
通
を
、
在
所
申

へ
久
々
大
破
之
所
と
披
露
申
、
惣

中
同
心

二
而
進
し
申
候
、
加
樣
之
上
者
、
精
舍

一
宇
堅
固
御
建

立
可
被
成
候
、
若
又
修
造
も
不
調

二
候

ハ
・
、
此

一
札
返
辨
可

被
成
候
、
御
造
營
慥
成
上

ハ
、
後
々
末
代
進
し
申
候
、
仍
而
爲

其
後

日
之
證
文
如
件
、

和
邇
村
庄
屋

于
時
承
應
二
年
癸
巳
月
十
五
日

善

吉

(花
押
)

同

又
重
良

(花
押
)

靈
巖
院

〔
五
)

家
屋
敷
賣
劵

費
渡
申
家
屋
敷
之
蔓

在
所
林
小
路
辻
子
北
か
わ
面
三
間
貳
尺
三
寸

合
壹
宇
者

奥
へ
貳
拾
六
聞
四
尺

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

北
ノ
は
し
横
は

・
貳
間
孚

右
者
鷹
師
匠
宗
慶
房
6
讓
り
請
候
て
、
數
年
我
等
雖
爲
知
行
、

今
依
有
要
用
、
銀
子
四
百
三
拾
目

二
永
代
費
渡
申
所
實
正
明
白

也
、
若
此
庵

二
お
い
て
他
所
6
違
亂
候

ハ
・
、
此
請
人
罷
出
、

急
度
相
捌
埓
明
可
申
、
少
も
御
寺

へ
御
や

つ
か
い
か
け
申
間
敷

候
、
爲
其
後
日
證
文
如
件
、

う
り
ぬ
し

開
暦
二
年

宗
專

(花
押
)

請
人

申
二
月
十
四
日

圓
知

(花
押
)

口
入十
兵
衛

(花
押
)

靈
巖
院
樣
ま
い
る

〔
六
〕

安
養
寺
願
譽
誓
紙
案

謹
而
言
上

一
、
山
城
國
相
樂
郡
市
坂
村
安
養
寺
事
、
古
跡
歴
然
二
御
座
候
、

然
共
至
只
今
無
本
寺
二
御
座
候
故
、
今
度
知
恩
院
御
直
末
寺

師
旦
懇
望
申
上
候
處
、
郎
御
直
末
二
被
加
召
、
忝
奉
存
候
、

一
六
一



以
來
安
養
寺
儀

二
付
、
横
合
6
六
ケ
敷
儀
串
仁
於
有
之
者
、

少
も
御
本
寺
御
難
掛
申
間
敷
候
、
請
人

・
當
人

・
到
形
之
衆

中
罷
出
、
急
度
其
明
可
申
候
、
永
代
御
直
末
無
御
相
違
之
状

如
件
、寛

文
元
年
丑
ノ
壬
八
月

知
恩
院御
役
者
中

市
坂
村安
養
寺願
譽
學
順

惣
代

三
右
衛
門

同
旦
那
惣
代九
右
衛
門

作
左
衛
門

甚
左
衛
門

請
人南
都

彌
右
衛
門

靈
巖
院
寛
譽

一
六
二

〔
七
〕

西
幅
寺
存
哲
等
誓
紙

・

覺

日
暮

二
は
横
方
樣

二
は
罷
越
間
鋪
候
、
乍
然
臨
絡
請
度
と
申

者
於
有
之

ハ
、
雖
爲
夜
中
と
、
其
町
之
年
寄
迄
誘
引
、
可
罷

越
事
、

一
、
諸
方
法
談
候
共
、
晝
七
ツ
時
分
6
暮
六
ツ
過
迄

二
仕
廻
可

串
候
、
夲
生
は
暮
六
ツ
以
後
、
女
人
寺
中

へ
入
間
鋪
候
、
但

死
人
葬
禮
等
之
節

ハ
各
別
之
事
、

一
、
暮
六
ツ
以
後
、
住
持
は
不
及
申
、
弟
子

二
而
も
、
門
外

へ

堅
出
被
申
間
鋪
候
、
自
然
不
叶
用
事
有
之
候
而
、
夜
中

二
罷

出
、
他
所

二
在
之
候

ハ
・
、
其
町
之
年
寄

へ
其
旨
趣
相
屆
ケ

可
罷
有
事
、

右
三
ケ
條
、
急
度
相
守
可
申
候
、
若
於
相
背

は
何
樣

二
も
可
申

仰
付
候
、
爲
其
如
此
御
座
候
、
以
上
、

延
寳
八
年
霜
月
廿

一
日

酉
碣
寺
住
持存

哲

(黒
印
)



靈
岩
院
樣

曜

玄
壽

(黒
印
)

存
榮

(黒
印
)

淨
念

(黒
印
)

是
心

(黒
印
)

圓
道

(黒
印
)

〔
八
〕

阿
彌
陀
寺
壽
庵
誓
紙

證
文
之
夏

今
度
御
尋
之
小
山
田
彌
市
郎
と
申
者
之
儀
付
、
被
遣
候
御
書
付

之
趣
、
奉
得
其
意
候
、
愚
寺

二
左
樣
之
者
不
罷
有
候
、
自
今
以

後
響

付
之
馨

薯

有
之
候
ハ
・
、
早
晶

谿

可
蜜

候
、

若
加
哀
憐
、
隱
置
候

ハ
・
、

い
か
樣

二
茂
可
被
仰
付
候
、
爲
其

如
此

二
御
座
候
、
以
上
、

山
城
國
鳥
居
村

阿
彌
陀
寺

天
和
貳
年
戌
四
月
+
七
日

壽
庵

(黒
印
)

檀
那
新
右
衛
門

(黒
印
)

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

御
本
寺靈
巖
院
樣

〔
九
〕

知
恩
院
觸
書
寫

御
箇
條
之
外
申
渡
覺

一
、
自
今
已
後
、
就
住
持
替
、
後
住
江
申
渡
之
旨
有
之
候
間
、

入
院
以
前
役
者
方
迄
可
被
窺
之
候
、
且
又
隱
居
江
之
賄
、
其

寺
相
應

二
可
被
迭
之
候
、
若
過
分
之
定
有

之
候
ハ
・
、
以
金

銀
契
約
後
住
之
儀
を
、
被
仕
替
樣

二
可
有
沙
汰
候
、

一
、
非
直
弟
を
僞
、
號
直
弟
者
、
當
人
者
勿
論
、
組
中
迄
可
爲

曲
夏
候
、
兼
又
被
取
弟
子
候
者
、
其
者
之
年

・
名
付
井
親
類

書
、
役
者
方
迄
持
參
、
着
帳
可
有
之
候
、
若
改
名
者
、
組
中

江
急
度
可
被
途
其
斷
候
、

右
之
旨
被
仰
出
候
、
是
又
失
念
有
間
敷
候
、
以
上
、

本
山
役
者

元
碌
三
年
午
二
月

日

常
稱
院

保
徳
院

徳
林
院

一
六
三



惣
御
門
中

〔
一
〇
〕

十
樂
寺
潭
山
等
書
上
案

一
、
和
州
添
上
郡
中
ノ
庄
村
十
樂
寺
、開
起
知

レ
不
申
、中
興
開

山

ハ
專
西
と
申
候
、
生
國

ハ
南
都
之
仁

二
而
御
座
候
、
寺
之

建
立
寛
永
十
八
辛
巳
年
九
月
十

一
日
、
此
外
吟
味
仕
候
得
共
、

何
之
由
緒
も
知

レ
不
申
候
、
代
々
南
都
靈
巌
院
末
寺

二
紛
無

御
座
候
、
以
上
、

和
州
添
上
郡
中
ノ
庄
村

十
樂
寺
住
持

元
碌
九
丙
子
年
五
月
廿
五
日

潭
山

(黒
印
)

同
村
庄
屋

知
恩
院
役
者

源
左
衛
門

(黒
印
)

常
稱
院

徳
林
院

〔
一
一
〕

善
照
寺
群
空
等
書
上
案
(
稱
)

一
、
當
寺
者
、
大
和
國
和
邇
と
申
所

二
善
照
寺
と
申
古
跡
御
座

候
、
當
村

へ
引
、
承
應
二
年
十
月
十
五
日

二
再
興
申
候
、

一
六
四

此
外
、
御
書
付
之
通
、
知
レ
不
申
候
、

山
城
國
相
樂
郡
船
頭
村
善
照
寺
禪
空

(黒
印
)

元
碌
九
年

同
村
庄
や

子
ノ
五
月
廿
五
日

甚
次
郎

(黒
印
)

同
村
庄
や又
五
郎

(黒
印
)

〔
=

一〕

靈
巖
院
由
緒
書
寫

靈
巖
院
由
緒
書
寫

一
、
和
弱
添
上
郡
南
都
永
龜
由
肇
叡
寺
靈
巖
院
、

一
、
開
山
靈
巌
和
徇
、
姓
氏
今
川
氏
、
土
佐
守
之
子
、
生
國
者

駿
湯
之
人
、

一
、
開
山
剃
髪
之
所
、
駿
湯
沼
津
淨
運
院
、

一
、
開
山
學
問
檀
林
、
生
實
大
巖
寺
也
、
附
法
師
匠
大
巌
寺
開

(貞
把
)

(虎
角
)

山
道
譽
上
人
、
第
二
世
從
安
譽
上
人
重
而
宗
戒
兩
脉
井
住
持

職
之
口
決
相
承
、
血
豚
傳
授
、

一
、
開
山
移
住
之
次
第
、
生
實
大
巌
寺
、
當
寺
靈
巖
院
、
自
當

寺
生
實
大
巖
寺

へ
再
住
、
房
易
大
網
大
巌
院
、
總
煬
佐
貫
善



照
寺
、
同
國
湊
宗
濟
寺
、
勢
州
山
田
靈
巖
寺
、
房
湯

一
部
大

勝
院
、
房
勗
浦
田
別
願
院
、
武
筋
江
戸
靈
巖
寺
、
御
本
山
知

恩
院
、

一
、
開
山
迂
化
、
寛
永
十
八
辛
巳
年
九
月
朔
日
、
行
年
八
十
八

歳

、

一
、
當
寺
起
立
者
、
東
照
大
權
現
樣
之
御
時
、
淨
家
法
問
御
聽

聞
可
被
成
旨
被
仰
出
、
諸
檀
林
能
化
達
集
會
、
於
法
問
御
談

合
之
席
、
開
山
口
論
被
成
候
故
、
御
公
儀
江
爲
御
遠
慮
、
當

寺
江
御
引
込
被
成
候
、
五
六
十
人
所
化
御
隨
身
申

二
付
、
當

(伴
)

寺
御
草
創
、
開
山
弟
子
當
寺
二
世
念
譽
廓
無
上
人
萬
頭

二
被

成
、
御
在
堪
三
ケ
年
之
間
、
法
問
講
釋
談
義
等
、
無
懈
怠
御

勤
被
成
候
、
然
所

二
權
現
樣
御
上
洛
、
伏
見

二
御
逗
留
之
日
、

八
幡
正
法
寺
大
超
上
人
ヲ
以
、
權
現
樣
6
當
寺
開
山
江
爲
御

使
、
大
巌
寺
再
住
被
仰
付
候
故
、
開
山
伏
見
江
御
越
、
權
現

樣

江
御
目
見
相
濟
、
早
速
關
東

へ
下
向
、
大
巖
寺

へ
再
住
、

于
時
文
碌
二
癸
巳
年
二
月
十
五
日
也
、

一
、
當
寺
草
創
、
天
正
十
九
辛
夘
年
、

京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文

一
、
開
山
剃
髪
之
師
名
并
草
創
之
月
日
、
不
詳
候
、

知
恩
院
末
寺
南
都
靈
巖
院

元
祿
九
内
子
年
六
月

日

皓
譽

〔
=
二
〕

靈
巖
院
書
上
案

和
州
添
上
郡
南
都
林
小
路
町

淨
土
宗
靈
巖
院

京
知
恩
院
末
寺

開
山
雄
譽
靈
巖

開
基
天
正
十
九
辛
卯
年

一
、
本
堂

桁
行
七
問
孚
、
梁
行
七
間
牛
、

一
、
本
尊

阿
彌
陀
如
來
古
佛

一
、
庫
裏

桁
行
六
間
、
梁
行
四
間
、

一
、
境
内

東
西
廿
闘
五
寸
、
南
北
廿
二
間

三
尺
、
御
冤
地
、

但
東
方
孚
軒
役
有
之
、

一
、
末
寺

十

一
ケ
寺
、
兼
帶
寺
無
之
、

一
、
和
州
添
上
郡
南
都
靈
巖
院
末
寺

一
六
五



同
國
同
郡
中
之
庄
村
淨
土
宗

十
樂
寺

一
、
同
末
寺
同
國
同
郡
和
爾
村
淨
土
宗

善
輻
寺

一
、
同
末
寺
同
國
同
郡
奈
良
坂
村
淨
土
宗

西
幅
寺

一
、
同
末
寺
同
國
同
郡
同
所
淨
土
宗

善
城
寺

一
、
同
末
寺
山
城
國
相
樂
郡
上
狛
北
河
原
村

西
音
寺

一
、
同
末
寺
同
國
同
郡
上
狛
椿
井
村
淨
土
宗

阿
彌
陀
寺

一
、
同
末
寺
同
國
同
郡
覦
薗
淨
土
宗

極
樂
寺

一
、
同
末
寺
同
國
同
郡
下
狛
村
淨
土
宗

善
照
寺

一
、
同
末
寺
同
國
同
郡
綺
田
村
淨
土
宗

阿
彌
陀
寺

一
、
同
末
寺
同
國
同
郡
菱
田
村
淨
土
宗

西
方
寺

一
、
同
末
寺
同
國
同
郡
菱
田
村
枝
郷
瀧
鼻
淨
土
宗
西
光
寺

右
之

通
相
違
無
御
座
候
、
寛
永
十
酉
年
本
寺
御
改
之
節
、
書
付

差
上
ケ
候
御
書
留
無
御
座
、
相
知

レ
不
申
候
、
尤
江
戸
表
觸
頭

無
御
座
候
、
以
上
、

林
小
路
靈
巌
院

延
享
三
丙
寅
年
二
月

長
譽

御
奉
行
所

一
六
六


